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１ はじめに 

これから起きる地震について言及するとき，「地震

を予知する」という表現や，「地震を予測する」とい

う表現がある．想定東海地震に関しては，大規模地

震対策特別措置法に「地震予知情報」の記述がある

ことからも，「予知」の語が使用される場合が多く，

気象庁においても地震防災対策強化地域判定会等に

おいては，専ら「予知」の語を用いる．その例とし

て，気象庁が地震防災対策強化地域判定会の判定結

果を受けて発表する「東海地震予知情報」が挙げら

れる．一方で，地震調査研究推進本部では，「地震活

動の予測的な評価手法検討小委員会」が設置され，

ここでの成果は「予測」の語とともに用いられる傾

向にある． 

 このように，地震に関して実際に「予知」と「予

測」の使い分けがなされているほか，「予知」の使用

を止めて「予測」に一本化すべきとの声も聞かれる

（文部科学省アンケート調査結果）．このことは，「予

知」と「予測」が全く同じ意味で理解されているわ

けでないことを示している．それゆえ，地震や地震

活動を述べるに当たって，意味の違いを曖昧にした

まま，「予知」と「予測」の 2 つの語を使用すると，

使用する側と受け手側（一般の人々）で両語が持つ

意味の違いに対する認識の不一致から，無用の混乱

を招く恐れがある． 

 そこでこの際，「予知」と「予測」及び類似の語に

ついて，意味上の違いや言語学的位置付け，並びに

両者の使用状況等を調査することとした．

２ 調査対象 

2.1 対象用語 

今日では地震の発生や地震活動の推移を述べる際

には，ほとんどの場合に「予知」または「予測」の

語が使用される．そこで，この 2 つの語について重

点的に調査を行った．

一方で，気象分野では「予報」の語が一般的に使

われている．さらに，これらの語に類似の意味を持

つ語も多いことから，「予」から始まる漢字二字の熟

語についても広く調査することとした．第 3 章では，

予知，予測に加えて，予想，予見，予言，予報，予

覚，予断，予感，予告，予期，予察の 10 語について

も調査の対象に含めた．第 4 章では，予知，予測を

中心に調査したが，予想，予見等についても不十分

な形ではあるが調査対象に含めた．なお，かつて気

象庁では「予考」の語を使用したことがあるが，現

在はほとんど使用されないことから，調査対象から

除いた．

2.2 調査資料 

2.1 節で挙げた語について，本稿では 3 つの観点

から調査した．

第 3 章では，言語学の観点から各語の意味上の違

いを明らかにする．まず，類語辞典によって各語の

意味上の遠近などを調査した．また，国語辞典を用

いて各語の解説をまとめ，個々の語の特徴的な意味

合いを調査した．

第 4 章では，地震を述べる際に「予知」や「予測」

等の語がどのように使われているかを整理する．調
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査対象は，(1)明治・大正時代の文献，(2)戦後設立さ

れた機関や文書等の名称，(3)法令，(4)文部科学省が

実施した技術予測調査，(5)近年の文献，(6)直近のイ

ンターネットでの検索結果の 6 つである．また， (1)，

(3)，(4)，(6)については，地震以外を述べる際の文

脈についても比較のために調査した． 

第 5 章では英語圏での状況等に簡単に触れる．本

稿では，英和辞典等を用いた調査を行うとともに，

地震学者が 2 つの語の意味上の違いを定義した例を

紹介する． 

 

３ 辞典類における解説 

3.1 類語辞典等から分かる意味上の関係 

類似した意味を持つ複数の語の間の意味上の違い

を明らかにする方法として，いくつかの手法が存在

する．ここでは最も簡単であり，かつ言語学に明る

くない者でも調査可能な手法を採用した． 

その手法として，類語辞典等を使用し，意味上の

遠近や，一方が他方を包含するという入れ子関係を

整理することで，多くの語の意味上の違いを明らか 

にする．ここでは，上記の調査に有益かつ信頼度が

高いと考えられる「分類語彙表」，「日本語大シソー

ラス」，「類語大辞典」の 3 書における各語の位置付

けを調査した．結果を図 1 に記す． 

意味上の遠近として，特に他者への働きかけの有

無により，語を 2 つに大別することが出来る．他者

への働きかけがない語については，さらに，感覚的

か否かという点から分けることが出来，結果として

3 つのグループに分類することが出来る．この整理

では，たとえば，「予報」や「予告」は他者への働き

かけがある語，「予覚」や「予感」は働きかけがなく

感覚的な語，「予測」や「予想」は感覚的でない語に

分類される．また，複数のグループに属する語が存

在する．たとえば「予言」は，(a)分類語彙表と(b)

類語大辞典では他者への働きかけがあるグループに

分類されるが，(c)日本語大シソーラスでは他者への

働きかけがなく感覚的でない語に分類される．同様

に，「予知」は(c)日本語大シソーラスにおいて，感

覚的である語と感覚的でない語の両方のグループに

分類されている．「予測」や「予想」は，複数のグル

ープに跨った意味は持たない． 

一方で，言語的に上位の概念と下位の概念が入れ

子関係として整理されている．入れ子関係に着目す

ると，(c)日本語大シソーラスによれば，「予測する」

と「予知する」は入れ子関係，「予知する」と「予測」

や「予想」は入れ子関係になっている．また，(b)

類語大辞典によれば，「予想する」と「予測」や「予

知」は入れ子関係になっている．このことから，「予

知」，「予測」，「予想」は互いにそれぞれを包含する

意味を持つ場合があることが分かる．併せて，これ

らの語は，広義・狭義の使い分けがなされているこ

とを示している． 

 

3.2 国語辞典から分かる意味上の違い 

語の間の意味の違いや個々の語の特徴的な意味合

いを明らかにするとともに，類語辞典等を用いた調

査結果とその考察を検証するために，多数の国語辞

典の解説をまとめた．調査対象は，国立国会図書館

支部気象庁図書館（蔵書数約 11 万冊），東京都立中

央図書館（蔵書数約 180 万冊，うち開架図書数約 35

万冊），つくば市立図書館（蔵書数約 49 万冊）の各

開架書庫内にある国語辞典等とした．類語辞典や語

源辞典であっても各語の意味が解説されているもの

は調査対象とし，小学生用の学習辞典は除いた．な

お，上記 3 図書館の開架書庫内にあるものについて

は出来る限り多くの辞典を調査するよう努めたが，

厳密に全てを網羅したわけではない． 

結果を表 1 に示す．この表から，「予知」と「予測」，

「予想」のそれぞれの特徴が明らかとなる．「予測」

は物事の将来を「おしはかる（ある事について考え

る時に，既にわかっている他の事を基準にして，見

当をつけ判断する．岩波国語辞典による）」ものであ

り，なんらかの根拠を必要とすることが伺える．さ

らに複数の辞典で，「科学的な手法」や「根拠」と明

記されている．一方，「予知」はほとんどの辞典で「前

もって知る」またはこれに類する説明がなされてお

り，特段の根拠の必要性には触れられていない．「予

想」の解説では，「思う」，「想像する」，「おしはかる」，

「見当をつける」，「筋道をつけて考える」など辞典

によって多様な解説が掲載されている．「予想」には，

「予測」に近い意味も含め，広範の意味を持つこと

が推測される． 

同様に，「予感」や「予覚」は，「感じる」という

説明が目立つ．また，「予報」や「予言」は，「知ら

せる」や「言う」という説明が目立ち，他者へ働き

かける動作を指す．「予見」は「予知」と同じく，将
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「
―

が
み

ご
と

に
当

た
る

」
「

今

の
男

が
、
こ

う
―

し
た

と
聞

い
た

」

-
 

-
 

あ
ら

か
じ

め

知
ら

せ
る

意

で
、
会

話
に

も

文
章

に
も

使

わ
れ

る
日

常

の
漢

語
。
「

天

気
―

」
「

雨
の

―
が

外
れ

る
」

「
―

を
あ

て

に
す

る
」

 

あ
ら

か
じ

め
何

と

な
く

感
じ

取
る

意

で
、

会
話

に
も

文

章
に

も
使

わ
れ

る

漢
語

。
「

―
が

当

た
る

」
「

不
吉

な

―
が

す
る

」
「

そ

の
―

は
そ

の
時

の
、

秋
の

夕
暮

れ

に
と

て
も

よ
く

似

て
い

た
。

胸
の

奥

ま
で

西
陽

が
射

し

込
ん

で
く

る
よ

う

だ
っ

た
」

 

多
分

こ
う

な
る

だ
ろ

う
と

予
め

見
当

を
つ

け
て

待
つ

意
で

、
会

話
に

も
文

章
に

も
使

わ
れ

る
漢

語
。

「
―

し
た

と
お

り
」

「
―

せ
ぬ

出
来

事
」

「
―

に
反

し
て

」
「

敗
戦

を
―

す
る

」
「

そ
こ

に
彼

の
―

ど
お

り
、

白
い

シ
ー

ツ
に

つ
つ

ま
れ

た
蒲

団
が

、
彼

の
安

臥
を

待
つ

べ
く

長
々

と
延

べ
て

あ
っ

た
」

。
論

理
的

・
分

析
的

に
た

ど
る

感
じ

の
「

予
想

」
に

比
べ

、

主
観

的
・

総
合

的
に

感
じ

ら
れ

る
場

合
が

多
く

、
何

と
な

く
感

じ
る

「
予

感
」

ほ
ど

直
観

的
で

は
な

い
。

あ
ら

か
じ

め
の

判
断

の
意

で
、
改

ま
っ

た
会

話
や

文
章

に
用

い
ら

れ
る

漢
語

。

「
―

を
許

さ
な

い
」

事
前

に
知

ら

せ
る

意
で

、
や

や
改

ま
っ

た

会
話

や
文

章

に
用

い
ら

れ

る
漢

語
。
「

―

編
」
「

―
を

出

す
」
「

―
な

し

に
変

更
す

る
」

「
帰

宅
の

時

刻
を

―
し

て

置
か

な
け

れ

ば
な

ら
な

い

よ
う

な
、
重

要

な
要

件
」

 

-
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「予知」と「予測」及び類似の語に関する調査 

表
1 

つ
づ

き
 

 
 

予
知

 
予

測
 

予
想

 
予

言
 

予
見

 
予

覚
 

予
報

 
予

感
 

予
期

 
予

断
 

予
告

 
予

察
 

日
本

語
源

広
辞

典
 

 
ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

 
2
0
1
0
年

 

中
国

語

源
：

あ
ら

か

じ
め

＋
知

る
。
前

も
っ

て
知

る
こ

と
。
「

地
震

予
知

」
 

-
 

あ
ら

か
じ

め
＋

想

像
。

英
語

e
x
p
e
c
t
i
o
n
の

訳
語

で
す

。
明

治
期

の
造

語
の

よ
う

で
す

。

中
国

語

源
：
あ

ら
か

じ
め

＋
言

う
。
未

来
を

予
測

し
て

あ
ら

か
じ

め
言

う
。

-
 

-
 

-
 

中
国

語
源

：
あ

ら

か
じ

め
＋

感
じ

知

る
。

事
が

起
こ

ら

な
い

う
ち

に
感

じ

知
る

。
 

-
 

中
国

語

源
：
あ

ら
か

じ
め

＋
判

断
。
前

も
っ

て
判

断
す

る
。
「

―
を

許
さ

ず
」

-
 

-
 

広
辞

苑
 

 
岩

波
書

店
 

 
2
0
0
8
年

 

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。

「
地

震
を

―
す

る
」

 

将
来

の
出

来
事

や

有
様

を
あ

ら
か

じ

め
推

測
す

る
こ

と
。

前
も

っ
て

お

し
は

か
る

こ
と

。

「
景

気
を

―
す

る
」

 

あ
る

物
事

の
今

後

の
動

き
や

結
果

な

ど
に

つ
い

て
あ

ら

か
じ

め
想

像
す

る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の

想
像

し
た

内
容

。

「
暴

落
を

―
す

る
」

未
来

の
物

事
を

推
測

し
て

言
う

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
言

葉
。

 

事
が

ま
だ

現
れ

な
い

先
に

、
推

察

に
よ

っ
て

そ
の

事
を

知
る

こ
と

。

予
知

。
「

革

命
を

―
す

る
」

 

予
感

に
同

じ
。

 

あ
ら

か
じ

め

知
ら

せ
る

こ

と
。
ま

た
、
そ

の
報

告
。

 

事
を

あ
ら

か
じ

め

暗
示

的
に

感
ず

る

こ
と

。
虫

の
し

ら

せ
。

「
―

が
当

た

る
」
「

不
吉

な
―

」

あ
ら

か
じ

め
待

ち
設

け
る

こ
と

。
前

も
っ

て
推

測
・

期
待

・
覚

悟
す

る
こ

と
。

「
―

に
反

す
る

」
「

―
せ

ぬ
敗

北
」

 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
「

事

態
は

―
を

許
さ

な
い

」

前
も

っ
て

告

げ
知

ら
せ

る

こ
と

。
前

ぶ

れ
。

 

あ
ら

か

じ
め

察

し
知

る

こ
と

。
 

現
代

新
国

語
辞

典
 

 
学

習
研

究
社

 
2
0
0
8
年

 

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。

「
地

震
を

―
す

る
」

「
―

で
き

な
い

天
災

」

[
類

]
先

見
。
 物

事
の

成
り

行
き

や
結

果
を

前
も

っ

て
お

し
は

か
る

こ

と
。

ま
た

、
そ

の

内
容

。
「

―
し

が

た
い

災
害

」
[
類

]

予
期

。
予

想
。

予

見
。

 

あ
る

物
事

の
成

り

行
き

や
結

果
な

ど

を
前

も
っ

て
想

像

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

内
容

。
[
類

]

予
期

。
予

測
。

 

未
来

を
予

測
し

て
言

う
こ

と
・
こ

と
ば

。
「

大

地
震

を
―

す
る

」
 

物
事

を
前

も
っ

て
見

通
す

こ
と

。

「
将

来
の

問
題

を
―

す
る

」
[
類

]

先
見

。
予

測
。

 

「
予

感
」
に

同
じ

。
 

前
も

っ
て

知

ら
せ

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
内

容
。
「

―
が

外

れ
る

」
 

何
か

事
が

起
こ

り

そ
う

だ
と

、
前

も

っ
て

感
じ

る
こ

と
。

予
覚

。
「

悪

い
―

が
す

る
」

 

前
も

っ
て

推
測

し
て

期
待

す
る

こ
と

。「
―

に
反

し
て

大
敗

す

る
」

[
類

]
予

測
。

予

想
。

 

 
 

-
 

大
辞

林
 

 
三

省
堂

 

 
1
9
8
8
年

，
 

 
2
0
0
6
年

 

物
事

が
起

こ
る

前
に

そ
れ

を
知

る
こ

と
。

「
火

山
の

爆
発

を
―

す
る

」
「

地

震
の

―
」

 

(
1
9
8
8
年

)
 

将
来

の
出

来
事

や

状
態

を
前

も
っ

て

お
し

は
か

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の

内
容

。
予

想
。
「

米

の
収

穫
高

を
―

す

る
」

 

(
2
0
0
6
年

)
 

（
前

略
）

科
学

的

根
拠

が
重

ん
じ

ら

れ
る

。
 

こ
れ

か
ら

起
こ

る

こ
と

に
つ

い
て

考

え
を

め
ぐ

ら
し

、
お

し
は

か
る

こ
と

。
前

も
っ

て
予

測
す

る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の

内
容

。
予

測
。
「

―

が
的

中
す

る
」
「

選

挙
の

結
果

を
―

す

る
」

「
―

配
当

」

(
1
9
8
8
年

)

未
来

の
出

来
事

や
未

知
の

事
柄

を
あ

ら
か

じ
め

い
う

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
言

葉
。

 

(
2
0
0
6
年

)

前
も

っ
て

言
っ

て
お

い
た

言
葉

。

約
束

の
言

葉
。

ま
た

、

将
来

を
予

測
し

て
言

う
言

葉
。

物
事

が
起

こ
る

前
に

あ
ら

か
じ

め
見

通
し

て
知

る
こ

と
。

予
知

。

「
事

故
の

発
生

を
―

す
る

」
 

「
予

感
」
に

同
じ

。
 

①
前

も
っ

て

推
測

し
て

知

ら
せ

る
こ

と
。

②
天

気
予

報
。

「
―

で
は

午

後
雨

に
な

る
」

「
長

期
―

」
 

将
来

あ
る

事
柄

が

起
こ

り
そ

う
な

気

が
何

と
な

く
す

る

こ
と

。
ま

た
、

そ

の
感

じ
。

予
覚

。

「
不

吉
な

―
」

 

あ
る

事
柄

の
起

こ
る

こ
と

を
、

あ
ら

か
じ

め
期

待
・

覚
悟

す
る

こ
と

。
「

―
し

た
と

お
り

の
結

果
に

な
っ

た
」

 

な
り

ゆ

き
・
結

果
を

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
予

測
。

 

前
も

っ
て

知

ら
せ

る
こ

と
。

前
ぶ

れ
。

 

あ
ら

か

じ
め

察

し
知

る

こ
と

。
前

も
っ

て

推
察

す

る
こ

と
。
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表
1 

つ
づ

き
 

 
 

予
知

 
予

測
 

予
想

 
予

言
 

予
見

 
予

覚
 

予
報

 
予

感
 

予
期

 
予

断
 

予
告

 
予

察
 

現
代

国
語

例
解

辞
典

 

 
小

学
館

 

 
2
0
0
6
年

 

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。
前

知
。

「
地

震
の

予

知
」

 

将
来

の
こ

と
を

あ
ら

か
じ

め
推

測
す

る
こ

と
。

「
日

本
の

未
来

を
予

測
す

る
」

前
も

っ
て

見
当

を
つ

け
る

こ

と
。

ま
た

、
そ

の
想

像
や

見

当
。

「
予

想
も

し
な

か
っ

た
好

成
績

」
「

予
想

ど
お

り
の

結

果
」

 

未
来

の
物

事
を

予
測

し
て

言
う

こ
と

。
ま

た
、
其

の
言

葉
。
「

予
言

が
適

中
す

る
」

 

事
の

起
こ

る
前

に
あ

ら
か

じ
め

知
る

こ
と

。

予
知

。
「

未

来
を

予
見

す
る

」
 

将
来

に
起

こ
る

で
あ

ろ
う

こ
と

を
あ

ら
か

じ
め

さ
と

る
こ

と
。
予

感
。

 

あ
ら

か
じ

め
報

知
す

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
知

ら
せ

。
「

天
気

予
報

」
「

津
波

予
報

」
 

事
が

起
こ

る
こ

と
を

何
と

な
く

感
じ

と
る

こ

と
。

ま
た

、
そ

の
感

じ
。

虫
の

知
ら

せ
。
予

覚
。

「
い

や
な

予
感

が
す

る
」

「
予

感
が

当
た

る
」

あ
ら

か
じ

め
期

待

す
る

こ
と

。
前

も

っ
て

待
ち

設
け

る

こ
と

。
「

予
期

し

な
い

出
来

事
」「

予

期
に

反
す

る
」

 

前
も

っ
て

そ
れ

と
判

断
す

る
こ

と
。
「

最
後

ま
で

―
は

許
さ

れ
な

い
」

 

前
も

っ
て

告
げ

知
ら

せ
る

こ

と
。

「
爆

弾
の

―
」

「
―

編
」

-
 

国
語

辞
典

 

 
旺

文
社

 

 
2
0
0
6
年

 

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。
予

見
。

「
―

能
力

」
 

将
来

の
こ

と
や

状
態

を
前

も
っ

て
お

し
は

か
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

内
容

。「
株

価
を

―
す

る
」

物
事

の
な

り
ゆ

き
や

結
果

を
あ

ら
か

じ
め

推
測

す
る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
内

容
。

「
勝

敗
を

―
す

る
」

 

将
来

に
起

こ
る

事
や

事
態

を
予

測
し

て
言

う
こ

と
。
ま

た
、
そ

の
言

葉
。

 

事
が

起
き

る
こ

と
を

前
も

っ
て

見
通

す
こ

と
。

予
知

。

予
感

。
 

予
測

し
た

内
容

を
前

も
っ

て
知

ら
せ

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
知

ら
せ

。
 

あ
る

こ
と

が
起

こ
り

そ
う

だ

と
、

事
前

に
な

ん
と

な
く

感
じ

る
こ

と
。
ま

た
、

そ
の

感
じ

。
予

覚
。

「
不

吉
な

―
」

 

あ
ら

か
じ

め
そ

う

な
る

と
思

う
こ

と
。

前
も

っ
て

推

測
・

期
待

す
る

こ

と
。

「
―

に
反

し

た
結

果
」

「
―

せ

ぬ
出

来
事

」
 

ま
え

も
っ

て
判

断
す

る
こ

と
。
予

測
。
「

―
を

許
さ

な
い

」

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。「
―

編
」

 

あ
ら

か
じ

め

推
察

す
る

こ

と
。

 

新
明

解
国

語
辞

典
 

 
三

省
堂

 

 
2
0
0
5
年

 

（
異

変
と

か
自

然
界

に
お

け
る

適
・

不
適

な
ど

を
）

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。「
地

震
を

―
す

る
」

 将
来

の
事

を
前

も
っ

て
推

し
は

か
る

こ
と

。
ま

た
そ

の
内

容
。

「
―

を
下

す
」

「
―

が
狂

う
」

「
将

来
を

―
す

る
」

 

前
も

っ
て

見
当

を
つ

け
る

こ
と

（
た

事
柄

）
。

「
困

難
（

難
航

）

が
―

さ
れ

る
」

未
来

を
予

測
し

て
言

う
こ

と
（

言

葉
）

。
「

―

が
的

中
し

た
」「

―
者

」

ま
だ

起
こ

ら
な

い
先

に
知

る
こ

と
。

 

動
物

な
ど

が
本

能
的

に
雨

・
嵐

・

地
震

な
ど

の
起

こ
る

こ
と

を
察

知
す

る
こ

と
。

 

観
測

デ
ー

タ
な

ど
に

基
づ

い

て
、

天
気

な
ど

を
事

前
に

推
測

す
る

こ
と

（
内

容
）

。
 

あ
る

結
果

に
な

る
こ

と
を

前
も

っ
て

ち
ょ

っ
と

し
た

事
で

感
じ

る
こ

と
。

 

何
か

が
起

こ
る

こ

と
を

前
も

っ
て

推

測
す

る
こ

と
。

ま

た
、

そ
の

た
め

の

心
構

え
や

準
備

を

す
る

こ
と

。
「

―

せ
ぬ

出
来

事
」「

癌

の
宣

告
を

受
け

る

こ
と

は
―

し
て

い

た
」

 

ど
う

い
う

結
果

に
な

る
か

、
前

も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。

「
―

を
許

さ
な

い
」

「
―

が
許

さ
れ

な
い

」

「
―

と
偏

見
」

 

そ
う

い
う

状
態

に
な

る
（

何
か

が
行

わ
れ

る
）

こ
と

を
前

も
っ

て
知

ら
せ

る
こ

と
。

「
将

来
を

―
す

る
」

「
映

画
の

―
編

」「
―

状
」

 

-
 

日
本

国
語

大
辞

典
 

 
小

学
館

 

 
1
9
7
6
年

，
 

 
2
0
0
2
年

 

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。
前

知
。

「
君

の
命

の
長

短
は

僕
の

敢
て

―
す

る
所

に
非

ら
ず

」
「

凡
て

の
動

物
は

直
感

的
に

事
物

の
適

不
適

を
―

す
」

 前
も

っ
て

推
し

量
る

こ
と

。
あ

ら
か

じ
め

推
測

す
る

こ
と

。
予

想
。

逆
賭

。

「
我

々
の

頭
上

に
絶

へ
ず

政
府

の
警

戒
が

厳
酷

な
の

で
、

何
時

何
事

の
破

裂
す

る
か

、
―

す
る

こ
と

が
出

来
な

い
の

で
す

」
 

あ
ら

か
じ

め
想

像
す

る
こ

と
。

前
も

っ
て

見
当

を
つ

け
る

こ

と
。

ま
た

、
そ

の
想

像
や

見

当
。
予

測
。
「

未

来
の

事
件

の
発

展
を

こ
こ

迄
―

し
て

」
 

あ
ら

か
じ

め
推

測
し

て
い

う
こ

と
。
未

来
の

物
事

を
前

も
っ

て
判

断
し

て
い

う
こ

と
。
ま

た
、
そ

の
こ

と
ば

。
か

ね

ご
と

。
 

事
の

起
こ

る
前

に
あ

ら
か

じ
め

知
る

こ
と

。

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。

予
知

。
「

特

別
の

事
情

に
因

り
て

生
じ

た
る

損
害

と
雖

も
当

事
者

が
其

事
情

を
―

し
又

は
―

す
る

こ
と

を
」

将
来

に
お

こ
る

で
あ

ろ
う

こ
と

を
あ

ら
か

じ
め

さ
と

る
こ

と
。
何

と
な

く
感

じ
て

わ
か

る
こ

と
。
予

感
。

 

(
1
9
7
6
年

)
 

あ
ら

か
じ

め
報

知
す

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
知

ら
せ

。
 

(
2
0
0
2
年

)
 

ま
だ

起
き

て
い

な
い

自
然

現
象

な
ど

を
予

測

し
、

そ
れ

を

人
々

に
知

ら
せ

る
こ

と
。

 

事
が

起
こ

る
こ

と
を

何
と

な
く

感
じ

取
る

こ

と
。

ま
た

、
そ

の
感

じ
。

虫
の

し
ら

せ
。

「
漠

然
と

し
た

―

が
、

私
の

気
持

を
淋

し
く

し

た
」

 

あ
ら

か
じ

め
期

待

す
る

こ
と

。
前

も

っ
て

待
ち

設
け

る

こ
と

。
 

前
も

っ
て

そ
れ

と
判

断
す

る
こ

と
。「

何
分

、

ム
チ

ャ
な

秋
子

の
こ

と
だ

か
ら

―
は

許
さ

れ
な

い
」

「
明

々

白
々

の
根

拠
を

つ
か

ん
で

い
ゐ

な
が

ら
も

な
ほ

、
―

を

躊
躇

し
」

前
も

っ
て

告
げ

知
ら

せ
る

こ

と
。

あ
ら

か
じ

め
告

げ
る

こ

と
。

「
契

約
の

解
除

を
為

さ
ん

と
欲

す
る

と
き

は
三

ケ
月

前
に

其
―

を
為

す
こ

と
を

要
す

」「
小

隊
長

は
其

小
隊

の
為

す
べ

き
動

作
を

小
声

に
て

―
す

る
も

妨
な

し
」

 

あ
ら

か
じ

め

察
知

す
る

こ

と
。

前
も

っ

て
推

察
す

る

こ
と

。
「

海

湾
に

於
て

は

気
象

の
予

察

大
切

な
る

を

以
て

」
「

之

か
警

報
を

聞

く
か

若
は

撒

毒
し

あ
る

を

予
察

し
た

る

と
き

は
直

に

比
隣

相
伝

へ
」
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表
1 

つ
づ

き
 

 
 

予
知

 
予

測
 

予
想

 
予

言
 

予
見

 
予

覚
 

予
報

 
予

感
 

予
期

 
予

断
 

予
告

 
予

察
 

類
語

大
辞

典
 

 
講

談
社

 

 
2
0
0
2
年

 

（
い

ろ
い

ろ
な

情
報

に
基

づ
い

て
）

将
来

起
る

こ
と

を
知

る
こ

と
。

「
災

害
を

―
す

る
」

「
地

震
―

」
「

―
能

力
」

 

将
来

起
こ

る
こ

と
に

つ
い

て
、
科

学
的

手
法

に
よ

っ
て

推
測

す
る

こ
と

。
「

日
本

経

済
の

動
向

を
―

す
る

」
 

将
来

こ
う

な
る

だ
ろ

う
、

は
っ

き
り

わ
か

ら
な

い
が

こ
う

い
う

こ
と

な
の

だ
ろ

う
と

、
多

少
筋

道
を

つ
け

て
考

え
る

こ
と

。
「

優

勝
チ

ー
ム

を
―

す
る

」
 

将
来

起
こ

る
出

来
事

を
予

想
し

て
言

う
こ

と
。
「

彼
の

―
ど

お
り

、

大
変

な
事

件
が

起
こ

っ
た

」
 

将
来

起
こ

る
こ

と
を

直
感

や
感

覚
に

よ
り

知
る

こ
と

。

事
が

起
こ

る
前

に
、
あ

ら
か

じ
め

さ
と

る
こ

と
。
「

動
物

は
天

変
地

異
を

―
す

る
と

い
わ

れ
る

」
 

前
も

っ
て

報

じ
る

こ
と

。

「
気

象
台

は
、

明
日

も
夏

日

に
な

る
、
と

―

し
た

」
 

特
に

天
気

予

報
を

い
う

こ

と
が

多
い

 

将
来

起
こ

る
こ

と
を

、
な

ん
と

な
く

感
じ

る
こ

と
。

「
彼

ら
の

作
品

を
見

た

時
、

私
は

新
し

い
時

代
の

到
来

を
―

し
た

」「
大

地
震

の
起

こ
る

―
が

す
る

」
 

あ
る

こ
と

が
将

来
起

こ
る

と
期

待
ま

た
は

覚
悟

し
て

待
つ

こ

と
。

「
―

し
た

と
お

り
の

結

果
」

 

あ
ら

か
じ

め
判

断
す

る
こ

と
。

「
事

態
は

―
を

許
さ

な
い

」
「

現

時
点

で
―

す
る

こ
と

は
適

当
で

な
い

と
考

え
ま

す
」

 

近
々

行
う

こ
と

を
あ

ら
か

じ
め

知
ら

せ
る

こ
と

。

「
契

約
を

解
除

し
た

い
場

合
は

、

１
ヶ

月
前

に
―

す
る

必
要

が
あ

る
」

「
新

し
い

ド

ラ
マ

の
―

を
見

た
か

い
」

 

前
も

っ

て
察

す

る
こ

と
。

「
気

象

の
変

化

を
―

す

る
」

 

明
鏡

国
語

辞
典

 
大

修
館

書
店

 
2
0
0
2
年

 

事
前

に
知

る
こ

と
。

「
地

震
を

―
す

る
」

「
―

能
力

」
。

 

将
来

ど
う

な
る

か
を

得
ら

れ
た

情
報

な
ど

に
基

づ
い

て
お

し
は

か
る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
よ

う
に

し
て

得
た

も
の

。

「
景

気
の

動
向

を
―

す
る

」
「

い

く
ら

経
費

が
か

か
る

か
―

が
つ

か
な

い
」

 

物
事

の
成

り
行

き
や

結
果

を
前

も
っ

て
お

し
は

か
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

よ
う

に
し

て
得

た
も

の
。

「
勝

敗
を

―
す

る
」

「
―

も
し

な
い

事
件

が
起

こ
っ

た
」

「
―

が
的

中
す

る
」

「
―

以
上

の
成

績
」

 

将
来

の
出

来
事

を
見

通
し

て
い

う
こ

と
。
ま

た
、
そ

の
こ

と
ば

。
「

―

が
的

中
す

る
」

 

物
事

が
起

こ
る

前
に

、

そ
の

事
を

見
通

し
て

知
る

こ
と

。

予
知

。
 

事
前

に
さ

と
る

こ
と

。

予
感

。
 

予
測

し
た

事

柄
を

知
ら

せ

る
こ

と
。

 

何
か

事
が

起
こ

り
そ

う
だ

と
前

も
っ

て
感

じ
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

感
じ

。「
危

険
を

―
す

る
」

「
悪

い
―

が
す

る
」

 

そ
う

な
る

だ
ろ

う
と

前
も

っ
て

期
待

し
た

り
覚

悟
し

た
り

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

事
柄

。
予

想
。

「
―

し
た

と
お

り
の

成

果
」

「
―

せ
ぬ

出
来

事
」

 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
 

解
説

：
多

く
「

―

を
許

さ
な

い
」
の

形
で

、
状

況
や

展

開
が

不
確

定
で

見
通

し
が

立
た

な
い

こ
と

を
い

う
。
「

交
渉

の
成

り
ゆ

き
は

―
を

許
さ

な
い

」
「

―

を
許

さ
な

い
病

勢
」

 

前
も

っ
て

告
げ

知
ら

せ
る

こ
と

。

「
―

な
し

に
解

雇
さ

れ
る

」
「

映

画
の

―
編

」
 

-
 

岩
波

国
語

辞
典

 
岩

波
書

店
 

 
2
0
0
0
年

 

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。
「

地
震

を
―

す
る

」「
―

能
力

」
 

将
来

の
出

来
事

や
有

様
を

何
ら

か
の

根
拠

に
立

っ
て

推
し

測
る

こ
と

。
そ

の
内

容
。

 

将
来

ど
う

な
る

か
、

前
も

っ
て

見
当

を
つ

け
る

こ
と

。
そ

の
見

当
を

つ
け

た
内

容
。

 

普
通

な
ら

見
通

せ
な

い
未

来
の

出
来

事
・
有

様
を

、
こ

う

な
る

と
言

う
こ

と
。
そ

の
言

葉
。

ま
だ

起
こ

ら
な

い
う

ち
に

、
見

通

し
て

知
る

こ
と

。
「

動

乱
を

―
す

る
」
「

―
能

力
」

 

予
感

。
 

事
前

に
（

推
測

し
て

）
知

ら
せ

る
こ

と
。
そ

の

報
知

。
 

前
も

っ
て

何
と

な
く

感
ず

る
こ

と
。

そ
の

感
じ

。

「
死

の
―

」「
不

吉
な

―
」

 

前
も

っ
て

推

測
・

期
待

・
覚

悟
す

る
こ

と
。

「
―

に
反

す

る
」

「
―

せ
ぬ

失
敗

」
 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
「

―

を
許

さ
な

い
」

「
―

と
偏

見
」

前
も

っ
て

告
げ

知
ら

せ
る

こ
と

。

前
ぶ

れ
。

 

前
も

っ

て
推

察

す
る

こ

と
。

 

現
代

国
語

辞
典

 
新

潮
社

 

 
2
0
0
0
年

 

事
態

が
発

生
す

る
前

に
、

前
も

っ
て

そ
の

事
態

を
し

る
こ

と
。

予
見

。
「

程
な

く
来

べ
き

冬
を

―
し

て
」

「
地

震
を

―
す

る
」

 前
も

っ
て

お
し

は
か

る
こ

と
。
あ

ら
か

じ
め

推
測

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

事
柄

。

予
想

。
 

前
も

っ
て

想
像

す
る

こ
と

。
あ

ら
か

じ
め

見
当

を
つ

け
る

こ

と
。

ま
た

、
そ

の
想

像
し

た
事

柄
。

予
測

。
み

こ
み

。
 

未
来

の
物

事
を

前
も

っ
て

推
測

し
て

い
う

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
言

葉
。

 

事
態

が
発

生
す

る
前

に
、
前

も
っ

て
そ

れ
を

知
る

こ
と

。

予
測

。
予

知
。

 

①
予

感
。

②
動

物
な

ど
が

本
能

的
に

雨
・

嵐
・
地

震
な

ど
の

起
る

こ
と

を
、
前

も
っ

て
察

知
す

る
こ

と
。

 

①
前

も
っ

て

知
ら

せ
る

こ

と
。
ま

た
、
そ

の
報

知
の

内

容
。
「

地
震

を

―
す

る
」

 

②
天

気
予

報
。

「
新

聞
の

―

に
晴

れ
と

あ

る
を

よ
ろ

こ

ぶ
」

 

事
が

起
る

前

に
、

そ
の

こ
と

を
暗

示
的

に
感

ず
る

こ
と

。
虫

の
知

ら
せ

。
予

覚
。

「
度

々
起

る
だ

ら
う

云
ふ

漠
然

と
し

た
―

が
」

「
あ

あ
、

先
の

―
が

中
っ

た
ん

だ
な

と
、

彼
は

思
つ

た
」

前
も

っ
て

待
ち

設
け

る
こ

と
。

前
か

ら
期

待
す

る
こ

と
。

予
想

し
て

待
っ

て
い

る
こ

と
。

「
―

に
反

し
、

全
く

失
敗

に
終

つ

た
」

 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
「

―

を
許

さ
な

い
事

態
」

 

前
も

っ
て

つ
げ

る
こ

と
。

事
前

に

知
ら

せ
る

こ
と

。

「
オ

ペ
ラ

座

（
略

）
次

の
夜

に

は
グ

ノ
ー

が
フ

オ
ー

ス
ト

と
の

―
は

出
で

た
り

」

前
も

っ

て
察

知

す
る

こ

と
。
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表
1 

つ
づ

き
 

 
 

予
知

 
予

測
 

予
想

 
予

言
 

予
見

 
予

覚
予

報
 

予
感

 
予

期
 

予
断

 
予

告
予

察
 

精
選

国
語

辞
典

 
明

治
書

院
 

 
2
0
0
0
年

 

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。
「

地
震

を
―

す
る

研

究
」

 

前
も

っ
て

推
し

量
る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
内

容
。
予

断
。
推

測
。「

地

震
を

―
す

る
」

 

物
事

の
成

り
行

き

や
結

果
を

前
も

っ

て
想

像
す

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の

内
容

。
 

未
来

を
前

も

っ
て

推
し

測

っ
て

言
う

こ

と
。
ま

た
、
そ

の
言

葉
。

 

前
も

っ
て

見
通

す
こ

と
。

予
測

。

予
知

。
先

見
。

 

何
と

な

く
感

じ

て
代

わ

る
こ

と
。

予
感

。

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
知

ら
せ

。
 

前
も

っ
て

何
と

な

く
感

じ
る

こ
と

。

ま
た

、
そ

の
感

じ
。

虫
の

知
ら

せ
。「

不

吉
な

―
が

す
る

」

前
も

っ
て

あ
る

こ
と

の
起

こ
る

の
を

考
え

る
、

ま
た

は
期

待
す

る
こ

と
。

「
敗

北
を

―
し

て
い

た
」

「
―

に
反

し
た

結
果

」
 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
予

測
。

 

前
も

っ

て
知

ら

せ
る

こ

と
。

 

前
も

っ

て
推

察

す
る

こ

と
。

 

新
辞

林
 

 
三

省
堂

 

 
1
9
9
9
年

 

物
事

が
起

こ
る

前
に

そ
れ

を
知

る
こ

と
。

「
地

震
の

―
」

 

前
も

っ
て

お
し

は
か

る
こ

と
。
ま

た
、
そ

の

内
容

。
科

学
的

根
拠

が

重
ん

じ
ら

れ
る

。
「

経

済
―

」
 

こ
れ

か
ら

起
こ

る

こ
と

に
つ

い
て

、

お
し

は
か

る
こ

と
。

 

未
来

の
出

来

事
や

未
知

の

事
柄

を
あ

ら

か
じ

め
い

う

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

言
葉

。

物
事

が
起

こ
る

前
に

あ
ら

か
じ

め
見

通
し

て
知

る
こ

と
。

予
知

。

予
感

。
①

前
も

っ

て
推

測
し

て
知

ら
せ

る
こ

と
。
②

天
気

予
報

。

「
長

期
―

」

将
来

あ
る

事
柄

が

起
こ

り
そ

う
な

気

が
何

と
な

く
す

る

こ
と

。
ま

た
、

そ

の
感

じ
。

 

あ
ら

か
じ

め
期

待
・

覚
悟

す
る

こ
と

。
 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
予

測
。
「

―
を

許
さ

な
い

」

前
も

っ

て
知

ら

せ
る

こ

と
。

前
ぶ

れ
。

 

-
 

大
辞

泉
 

 
小

学
館

 

 
1
9
9
8
年

 

デ
ジ

タ
ル

大
辞

泉
 

何
が

起
こ

る
か

と
前

も
っ

て
知

る
こ

と
。

「
異

変
を

―
す

る
」

「
―

能
力

」
 

事
の

成
り

行
き

や
結

果
を

前
も

っ
て

お
し

は
か

る
こ

と
。

ま
た

、

そ
の

内
容

。
「

一
〇

年

後
の

人
口

を
―

す
る

」

解
説
：
な

ん
ら

か
の

根

拠
に

基
づ

い
て

推
測

す
る

こ
と

で
「

景
気

の

動
向

を
予

測
す

る
」

「
年

金
制

度
の

将
来

を
予

測
す

る
」
「

株
価

予
測

」
な

ど
数

学
的

な

も
の

に
基

づ
く

場
合

が
多

い
 

物
事

の
成

り
行

き

や
結

果
に

つ
い

て

前
も

っ
て

見
当

を

つ
け

る
こ

と
。

ま

た
、

そ
の

内
容

。

「
混

雑
が

―
さ

れ

る
」

 

解
説

：
前

も
っ

て

見
当

を
つ

け
る

こ

と
、

ま
た

見
当

を

つ
け

た
内

容
を

意

味
し

、
広

い
範

囲

に
用

い
ら

れ
る

 

未
来

の
物

事

を
予

測
し

て

言
う

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

言

葉
。
「

大
災

害

を
―

す
る

」

物
事

の
起

こ
る

前
に

、

そ
の

こ
と

を
見

通
す

こ
と

。
「

今

日
と

い
う

日
の

来
る

こ
と

を
―

す
る

」
 

あ
ら

か

じ
め

さ

と
る

こ

と
。

事
前

に
感

じ

と
る

こ

と
。

「
危

険
を

―

す
る

」

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
知

ら
せ

。
 

何
か

事
が

起
こ

り

そ
う

だ
と

前
も

っ

て
感

じ
る

こ
と

。

ま
た

、
そ

の
感

じ
。

「
い

や
な

―
が

す

る
」

「
運

命
的

な

出
会

い
を

―
す

る
」

 

前
も

っ
て

期
待

す
る

こ
と

。
「

―
に

反
す

る
」

「
―

し
た

以
上

の
結

果
」

 

解
説

：
あ

ら
か

じ
め

期
待

・
覚

悟
す

る
点

に
重

点
が

あ
り

「
彼

は
や

が
て

訪
れ

る
死

を
予

期
し

て
い

た
」

「
彼

女
が

現
わ

れ
る

こ
と

を
予

期
し

て
い

な
か

っ
た

」
「

予
期

せ
ぬ

出
来

事
」

な
ど

の
よ

う
に

使
う

 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
予

測
。
「

形
勢

は
―

を
許

さ
な

い
」

前
も

っ

て
告

げ

知
ら

せ

る
こ

と
。

「
先

発

投
手

を

―
す

る
」

あ
ら

か

じ
め

感

じ
と

る

こ
と

。
前

も
っ

て

推
察

す

る
こ

と
。

「
気

象

を
―

す

る
」

 

日
本

語
大

辞
典

 
講

談
社

 

 
1
9
9
5
年

 

事
の

起
こ

る
前

に
わ

か
る

こ

と
。
「

地
震

―
」
 ①

前
も

っ
て

お
し

は

か
る

こ
と

。
見

込
み

。

②
経

済
現

象
な

ど
の

見
通

し
を

立
て

る
こ

と
。
需

要
・
景

気
予

測

な
ど

。
 

前
も

っ
て

、
こ

う

だ
ろ

う
と

考
え

る

こ
と

。
「

―
ど

お

り
の

結
果

」
「

競

馬
の

―
を

す
る

」

未
来

を
予

測

し
て

言
う

こ

と
・

こ
と

ば
。

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。

見
通

す
こ

と
。

先
見

。

「
一

〇
年

先
を

―
す

る
」

 

前
も

っ

て
事

の

起
こ

り

そ
う

な

感
じ

が

す
る

こ

と
。

予

感
。

 

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
知

ら
せ

。
と

く

に
、
天

気
予

報
。

 

事
前

に
そ

れ
と

な

く
感

じ
る

こ
と

。

ま
た

、
そ

の
感

じ
。

虫
の

知
ら

せ
。「

悪

い
―

が
す

る
」

 

前
も

っ
て

結
果

を
推

測
・
期

待
、
ま

た
は

、

覚
悟

す
る

こ
と

。
 

「
―

に
反

す
る

」
 

前
も

っ
て

、

そ
れ

と
判

断
す

る
こ

と
。

予
測

。

「
―

を
許

さ
ぬ

情
勢

」

前
も

っ

て
知

ら

せ
る

こ

と
。

「
新

刊
―

」

「
次

週

上
映

―
」

前
も

っ

て
察

し

知
る

こ

と
。

 

角
川

必
携

国
語

辞
典

 

 
角

川
書

店
 

 
1
9
9
5
年

 

前
も

っ
て

知
る

こ
と

。
「

―
能

力
」

「
地

震
を

―
す

る
」

[
類

]

予
見

 

根
拠

に
も

と
づ

い
て

、

前
も

っ
て

お
し

は
か

る
こ

と
。
「

勝
敗

は
―

し
が

た
い

」
[
類

]
予

想

前
も

っ
て

、
結

果

を
思

い
え

が
く

こ

と
。

ま
た

、
そ

の

内
容

。
「

―
が

は

ず
れ

る
」

「
―

を

大
き

く
上

回
る

」

[
類

]
予

測
、

予
見

未
来

の
こ

と

を
予

測
し

て

言
う

こ
と

。
ま

た
、
予

測
し

て

言
う

こ
と

ば
。

「
―

が
当

た

る
」
「

地
震

を

―
す

る
」

 

こ
と

が
起

こ
る

前
に

、

さ
き

を
見

こ
し

て
知

る
こ

と
。

「
未

来
を

―
す

る
」

[
類

]
予

知

-
 

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。
ま

た
、
前

か
ら

の
知

ら
せ

。

「
天

気
―

が
ま

た
は

ず
れ

た
」

前
も

っ
て

な
ん

と

な
く

感
じ

と
る

こ

と
。

ま
た

、
何

か

が
起

こ
り

そ
う

な

感
じ

。
「

―
が

適

中
す

る
」

「
不

吉

な
―

が
す

る
」

[
類

]
予

覚
、

虫
の

知
ら

せ
 

前
も

っ
て

起
こ

る
だ

ろ
う

と
予

想
し

、
期

待
す

る
こ

と
。

「
―

せ
ぬ

事
態

」
[
類

]
予

想
、

予
測

 

前
も

っ
て

な
り

ゆ
き

を
断

定
す

る
こ

と
。

「
―

を
許

さ
な

い
」

前
も

っ

て
知

ら

せ
る

こ

と
。

「
映

画
の

―

編
」

 

-
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「予知」と「予測」及び類似の語に関する調査 

表
1 

つ
づ

き
 

 
 

予
知

 
予

測
 

予
想

 
予

言
 

予
見

 
予

覚
 

予
報

 
予

感
 

予
期

 
予

断
 

予
告

 
予

察
 

新
潮

国
語

辞
典

 
新

潮
社

 

 
1
9
9
5
年

 

前
も

っ
て

知

る
こ

と
。

前

知
。

 

前
も

っ
て

お
し

は
か

る
こ

と
。

 

前
も

っ
て

想
像

す

る
こ

と
。

前
も

っ

て
す

る
推

測
。

 

事
前

に
推

測

し
て

言
う

こ

と
。
ま

た
、
そ

の
こ

と
ば

。

あ
ら

か
じ

め

知
る

こ
と

。
未

然
に

知
る

こ

と
。

予
知

。

あ
ら

か
じ

め
さ

と
る

こ
と

。
予

感
。

 

①
あ

ら
か

じ

め
知

ら
せ

る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

知
ら

せ
。

②
天

気
予

報
。

事
が

起
こ

る
前

に
、

そ
の

こ
と

を
暗

示
的

に
感

ず
る

こ
と

。
虫

の
知

ら
せ

。
予

覚
。

 

事
が

起
こ

る
こ

と
を

あ
ら

か
じ

め
推

測
し

て
待

ち
設

け
る

こ

と
。

前
か

ら
覚

悟
す

る
こ

と
。

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
「

―

を
許

さ
な

い
」

 

あ
ら

か
じ

め
つ

げ
る

こ
と

。
前

も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。

前
ぶ

れ
。

前
も

っ
て

察

し
知

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
推

察
。

 

辞
林

2
1
 

 
三

省
堂

 

 
1
9
9
3
年

 

物
事

が
起

こ

る
前

に
そ

れ

を
知

る
こ

と
。

「
地

震
の

―
」
 前

も
っ

て
お

し

は
か

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
内

容
。
予

想
。
「

経

済
―

」
 

こ
れ

か
ら

起
こ

る

こ
と

に
つ

い
て

、

お
し

は
か

る
こ

と
。

 

未
来

の
出

来

事
や

未
知

の

事
柄

を
あ

ら

か
じ

め
い

う

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

言
葉

。

物
事

が
起

こ

る
前

に
あ

ら

か
じ

め
見

通

し
て

知
る

こ

と
。

予
知

。

予
感

。
 

①
前

も
っ

て

推
測

し
て

知

ら
せ

る
こ

と
。

②
天

気
予

報
。

「
長

期
―

」

将
来

あ
る

事
柄

が
起

こ
り

そ
う

な
気

が
何

と
な

く
す

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
感

じ
。

「
不

吉
な

―
」

 

あ
る

事
柄

の
起

こ
る

こ
と

を
、

あ
ら

か
じ

め
期

待
・

覚
悟

す
る

こ
と

。
「

―
に

反
す

る
」

 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
予

測
。
「

―
を

許
さ

な
い

」

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。
前

ぶ

れ
。

 

-
 

講
談

社
国

語
辞

典
 

 
講

談
社

 

 
1
9
9
2
年

 

事
の

起
こ

る

前
に

そ
れ

を

知
る

こ
と

。

「
地

震
―

」
 

前
も

っ
て

、
こ

う
だ

ろ
う

と
お

し
は

か
る

こ

と
。

み
こ

み
。

「
―

が
立

た
な

い
」

 

前
も

っ
て

、
こ

う

だ
ろ

う
と

考
え

る

こ
と

。
「

―
ど

お

り
」

 

未
来

を
予

測

し
て

言
う

こ

と
・
言

葉
。「

―

が
適

中
し

た
」

前
も

っ
て

知

る
こ

と
。
見

と

お
す

こ
と

。
先

見
。
「

十
年

先

を
―

す
る

」

前
も

っ
て

そ
れ

と
な

く
感

じ
る

こ
と

。
予

感
。

 

前
も

っ
て

知

ら
せ

る
こ

と
。

そ
の

知
ら

せ
。

特
に

、
天

気
予

報
。

 

事
前

に
そ

れ
と

な
く

感
じ

る
こ

と
。
そ

の
感

じ
。

虫
の

知
ら

せ
。

前
も

っ
て

結
果

を
期

待
、

ま
た

は
、

か
く

ご
(
マ

マ
)
 
す

る
こ

と
。

「
―

せ
ぬ

出
来

事
」

 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
「

―

を
許

さ
ぬ

情
勢

」
 

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。
「

新

刊
―

」
「

次

週
上

映
―

」

前
も

っ
て

察

し
知

る
こ

と
。
 

国
語

大
辞

典
言

泉
 

 
小

学
館

 

 
1
9
8
6
年

 

前
も

っ
て

知

る
こ

と
。

前

知
。
「

危
険

を

―
す

る
」
「

地

震
の

―
」
「

―

能
力

」
 

前
も

っ
て

推
し

測
る

こ
と

。
あ

ら
か

じ
め

推
測

す
る

こ
と

。
予

想
。

「
環

境
へ

の
影

響
を

―
す

る
」

「
彼

の
行

動
は

―
が

つ
か

な
い

」
 

あ
ら

か
じ

め
想

像

す
る

こ
と

。
前

も

っ
て

見
当

を
つ

け

る
こ

と
。

ま
た

、

そ
の

想
像

や
見

当
。

「
景

気
の

動

向
を

―
す

る
」「

―

が
外

れ
る

」
「

―

を
た

て
る

」
 

未
来

の
物

事

を
前

も
っ

て

判
断

し
て

い

う
こ

と
。

ま

た
、

そ
の

言

葉
。
「

大
事

故

を
―

す
る

」

事
の

起
こ

る

前
に

あ
ら

か

じ
め

知
る

こ

と
。
予

知
。「

高

齢
化

社
会

の

到
来

を
―

す

る
」

 

将
来

に
起

こ
る

で
あ

ろ
う

こ
と

を
あ

ら
か

じ
め

さ
と

る
こ

と
。
予

感
。

 

あ
ら

か
じ

め

報
知

す
る

こ

と
。
ま

た
、
そ

の
知

ら
せ

。

「
天

気
―

」

「
長

期
―

」

事
が

起
こ

る
こ

と
を

何
と

な
く

感
じ

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
感

じ
。

虫
の

知
ら

せ
。

「
い

や
な

―
が

す
る

」
 

あ
ら

か
じ

め
期

待
す

る
こ

と
。

前
も

っ
て

待
ち

受
け

る
こ

と
。

「
―

せ
ぬ

出
来

事
」

「
―

に
反

す
る

」
 

前
も

っ
て

そ
れ

と
き

め
こ

む
こ

と
。
「

―
は

許
さ

れ
な

い
」

 

前
も

っ
て

告
げ

知
ら

せ
る

こ
と

。

「
断

水
の

―
」「

―
編

」

あ
ら

か
じ

め

察
知

す
る

こ

と
。
前

も
っ

て

推
察

す
る

こ

と
。
「

天
気

を

―
す

る
」

 

実
用

新
国

語
辞

典
 

 
三

省
堂

 

 
1
9
8
5
年

 

あ
ら

か
じ

め

知
る

こ
と

。
 

前
も

っ
て

推
測

す
る

こ
と

。
 

前
も

っ
て

推
測

・

想
像

す
る

こ
と

。

未
来

を
予

測

し
て

い
う

こ

と
・

言
葉

。

事
前

に
知

る

こ
と

。
予

知
。

-
 

前
も

っ
て

知

ら
せ

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
知

ら
せ

。
「

天
気

―
」

 

事
前

に
な

ん
と

な
く

感
じ

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
感

じ
。

 

前
も

っ
て

そ
の

結
果

を
期

待
す

る
。

 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
「

―

を
許

さ
な

い
」

 

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。
 

-
 

角
川

国
語

大
辞

典
 

 
角

川
書

店
 

 
1
9
8
2
年

 

前
も

っ
て

知

る
こ

と
。

 

前
も

っ
て

推
し

量
る

こ
と

。「
経

済
情

勢
の

―
」

 

内
容

や
結

果
な

ど

を
前

も
っ

て
推

し

量
る

こ
と

。
 

未
来

の
物

事

を
推

し
量

っ

て
言

う
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
こ

と
ば

。
 

物
事

が
現

れ

る
前

に
推

察

に
よ

っ
て

そ

の
事

を
知

る

こ
と

。
予

知
。

予
感

。
 

事
前

に
知

ら

せ
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

報

知
。「

天
気

―
」

あ
る

事
が

起
こ

り
そ

う
だ

と
前

も
っ

て
感

ず
る

こ
と

。
虫

の
知

ら
せ

。
 

あ
ら

か
じ

め
推

測
し

待
ち

設
け

る
こ

と
。

前
も

っ
て

す
る

期

待
。

「
―

に
反

す
る

」
 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
「

―

を
許

さ
な

い
情

勢
」

あ
ら

か
じ

め
事

前
に

告
げ

知
ら

せ
る

こ
と

。

前
触

れ
。

「
映

画
の

―
編

」
 

①
前

も
っ

て

推
察

す
る

こ

と
。
予

見
。
予

測
。

 

②
事

を
行

う

前
に

あ
ら

か

じ
め

そ
の

場

所
を

視
察

す

る
こ

と
。

下

見
。
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表
1 

つ
づ

き
 

 
 

予
知

 
予

測
 

予
想

 
予

言
 

予
見

 
予

覚
 

予
報

 
予

感
 

予
期

 
予

断
 

予
告

 
予

察
 

日
本

語
大

辞
典

言
泉

 

 
大

蔵
書

店
 

 
1
9
8
1
年

 

あ
ら

か
じ

め

知
る

こ
と

。
 

あ
ら

か
じ

め
推

測
す

る
こ

と
。

前
以

て
の

測

算
。

 

-
 

前
以

て
、
未

来
の

事
を

語
る

こ
と

。

か
ね

ご
と

。

前
言

。
 

事
の

未
だ

現
れ

ぬ
先

に
知

る
こ

と
。

先
見

。
 

余
感

(
マ

マ
)

に
同

じ
。

-
 

明
確

に
意

識
に

上

る
に

非
ず

し
て

、

唯
、

何
と

な
く

、

将
来

の
事

に
つ

き

て
、

暗
示

的
に

感

ず
る

こ
と

。
虫

が

知
ら

す
る

こ
と

。

予
覚

。
 

あ
ら

か
じ

め
待

ち
設

く
る

こ
と

。
か

ね
て

よ
り

覚
悟

し
て

あ
る

こ
と

。
 

-
 

前
以

て
告

ぐ
る

こ
と

。

か
ね

て
の

通
告

。
 

あ
ら

か
じ

め
察

し
知

る
こ

と
。

 

学
研

国
語

大
辞

典
 

 
学

習
研

究
社

 
1
9
7
8
年

 

前
も

っ
て

知

る
こ

と
。
「

地

震
を

―
す

る
」

「
喜

助
は

、
そ

れ
が

父
の

最

期
で

あ
る

こ

と
を

―
し

た
」

[
類

]
予

見
。
予

察
。

先
見

。
 

物
事

の
な

り
ゆ

き
や

結
果

を
前

も
っ

て
お

し
は

か
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

内
容

。

ま
た

、
そ

の
内

容
。

「
十

勝
沖

地
震

の
よ

う
な

大
規

模
地

震
が

起
る

の
に

、
そ

の
―

が
ま

っ
た

く
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
の

は
残

念
な

こ
と

で
あ

る
」

[
類

]
予

想
。

推
測

。
 

あ
る

物
事

の
成

り
行

き
や

結
果

な
ど

を
前

も
っ

て
想

像
す

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
内

容
。

「
昨

年
来

の
苦

し
み

は
言

語
道

断
殆

ど
―

の
外

で
あ

っ
た

」
「

信
子

と
従

兄
と

の
間

が
ら

は
、

勿
論

誰
の

眼
に

見
て

も
、

来
る

べ
き

彼
等

の
結

婚
を

―
さ

せ
る

の
に

十
分

で
あ

っ

た
」
[
類

]
予

測
。

推
測

。
推

量
。

未
来

を
予

測
し

て
言

う
こ

と
。
ま

た
、
そ

の
こ

と
ば

。
「

大

地
震

を
―

す
る

」「
『

そ

の
内

、
ど

っ

か
に

乗
り

か
け

て
は

、

ひ
っ

く
り

返
る

か
ら

見
て

お
れ

』

今
の

男
が

、

こ
う

―
し

た
と

聞
い

た
」

 

物
事

の
起

こ
る

先
に

、
そ

の
事

を
前

も
っ

て
見

通
す

こ
と

。「
も

ち
ろ

ん
検

挙
の

際
な

ど
に

は
迷

惑
を

及
ぼ

す
こ

と
は

―
さ

れ
た

こ
と

で
あ

り
ま

す
が

」
「

（
メ

コ
ン

下
流

開
発

計
画

ハ
）

地
域

協
力

の
よ

き
実

を
結

ぶ
で

あ
ろ

う
と

い
う

輝
か

し
い

未
来

を
―

さ
せ

る
も

の
で

あ
る

…
」

[
類

]

先
見

。
予

測
。

予
知

。
 

予
感

。
「

呼

ば
れ

る
に

極
っ

て
い

る
と

い
う

―
が

あ
っ

た
」
「

彼
は

到
底

彼
女

と
一

緒
に

幸
福

な
家

庭
を

作
る

事
の

出
来

な
い

の
を

―
し

て
い

た
の

で
あ

っ
た

」
 

前
も

っ
て

知
ら

せ
る

こ
と

。
ま

た
、
そ

の
内

容
。
「

天
気

―
」

 

何
か

あ
る

事
が

起

こ
り

そ
う

だ
と

い

う
こ

と
を

前
も

っ

て
（

ち
ょ

っ
と

し

た
こ

と
で

）
感

じ

る
こ

と
。

予
覚

。

「
海

の
匂

い
を

死

の
―

と
し

て
判

断

で
き

な
か

っ
た

の

で
あ

る
」

「
そ

れ

は
何

か
非

常
に

鋭

敏
な

処
女

の
感

覚

を
も

っ
て

、
次

に

起
こ

っ
て

く
る

で

あ
ろ

う
危

険
を

―

し
て

そ
れ

か
ら

逃

げ
去

っ
た

と
い

う

風
で

あ
っ

た
」

 

あ
る

状
態

に
な

る
こ

と
を

前
も

っ
て

推
測

し
て

期
待

（
覚

悟
）

す
る

こ
と

。
多

分
そ

う
な

る
だ

ろ
う

と
待

ち
の

ぞ
む

（
待

ち
受

け
る

）
こ

と
。

「
彼

は
直

子
に

会
う

事
に

か
な

り
―

を
持

っ
て

帰
っ

て
来

た
の

だ
」

「
書

棚
の

中
に

あ
る

本
は

大
抵

己
の

あ
る

だ
ろ

う
と

―
し

て
い

た
本

で
あ

っ
た

」「
所

が
学

校
を

卒
業

す
る

と
、

信
子

は
彼

等
の

―
に

反
し

て
、

…
高

商
出

身
の

青
年

と
、

突
然

結
婚

し
て

し
ま

っ
た

」
[
類

]
予

測
。

予
想

。
 

前
も

っ
て

判
断

す
る

こ
と

。
「

最

後
ま

で
―

を
許

さ
な

い
激

し
い

選
挙

戦
が

―
さ

れ
、

」

「
し

ば
し

ば
専

門
家

の
お

ち
い

る
偏

見
、
―

を
防

ぎ
、

」

実
施

す
る

こ
と

を
前

も
っ

て
告

げ
知

ら
せ

る
こ

と
。

「
帰

宅
の

時
刻

を
―

し
て

置
か

ね
ば

な
ら

な
い

よ
う

な
、
重

要
な

要
件

…
」

「
―

編
」

あ
ら

か
じ

め
推

察
す

る
こ

と
。

 

大
辞

典
 

 
嵩

山
堂

 

 
1
9
1
2
年

 

ア
ラ

カ
ジ

メ

知
ル

コ
ト

。
前

知
。

 

ア
ラ

カ
ジ

メ
オ

シ
ハ

カ
ル

コ

ト
。

 

-
 

ア
ラ

カ
ジ

メ
未

來
ノ

事
ヲ

中
テ

云
フ

コ
ト

。

前
言

。
 

ア
ラ

カ
ジ

メ
見

ル
コ

ト
。

ア
ラ

カ
ジ

メ
察

ス
ル

コ
ト

。
 

-
 

ア
ラ

カ
ジ

メ
知

ル
こ

と
（

マ
マ

）
。

「
天

氣
よ

は
う

」
 

-
 

ア
ラ

カ
ジ

メ
期

ス
ル

コ
ト

。
 

-
 

ア
ラ

カ
ジ

メ
告

ゲ
知

ラ
セ

ル
コ

ト
。

 

豫
メ

察
シ

知
ル

コ
ト

。
 



「予知」と「予測」及び類似の語に関する調査 

- 199 - 

来の事がらを「知る」という意味を持ち，「予知」と

言い換えている辞典もあることから，「予知」と「予

見」は似通った意味を持つことが推測される．ただ

し「見通す（多くの辞典で，推察する，推測する，

予測すると解説している）」と解説している辞典も複

数あることから，「予知」よりもなんらかの根拠を要

する場合があると考えられる． 

それ以外の語については，「予断」は前もって判断

すること，「予告」は前もって告げ知らせること，「予

期」は前もって期待すること，「予察」は前もって推

察すること，くらいである．「予断」，「予期」，「予察」

の 3 語は「予知」に比較的近い意味を持つと考えら

れるが，「予断」は「予断を許さない」という用例に

代表されるように判断を含むほか，「地震を予断す

る」とは通常言わない．また，「予期」は期待感や覚

悟に重点が置かれる点で「予知」とは異なる．「予察」

はそもそも現代における使用例に乏しく，見出し語

としての記載のない辞典も複数ある． 

辞典の用例に着目することでも，各語の特徴が明

らかになる．「予知」では用例として多くの辞典で「地

震予知」が挙げられており，予知する対象は「地震」

等少数に限られている可能性がある．これに対して

「予報」では「天気予報」が定型句となっている．

「予測」では経済や社会に関する用例が好まれる．

「予想」では用例に特定の分野への偏りは見られな

い．「予想」は解説でも多様な表現が見られてことを

併せて考えると，「予想」は様々な事物を対象とし，

広い範囲の意味を持つことが分かる． 

辞典には，ある見出し語の説明として別の語で言

い換えている場合もあるほか，類義語を挙げている

ものもある．これらは特に意味が近い語であると考

えられる．そこで，この言い換えた語や類義語だけ

を抽出し整理した（図 2）．矢印が多いほど，両語の

間でよく言い換えられている，すなわち意味が近い

語とみなされていると考えられる．ただし，同一の

者が複数の辞典の編纂を行っていたり，同一の出版

社が多数の辞典を刊行したりしている例があり，そ

のような場合には複数の辞典で同一の言い換えがな

されていることもあるため，矢印の多寡を細かく比

較するには必ずしも適さないことに注意が必要であ

る． 

図 2 を見ると，「予知」と「予見」，「予測」と「予

想」，「予感」と「予覚」の間で言い換えられる場合 

図 2 言い換えた語・類義語の関係 

表 1 で挙げた辞典において，言い換えた語や類義

語の関係を示した．ある見出し語の説明で別の語

に言い換えられている（または類義語が挙げられ

ている）場合に，見出し語からの矢印で示した．

矢印の数は辞典の数を示し，太い矢印は 5 辞典で

言い換えられていることを示す．たとえば，「予見」

については，16 の辞典で「予知」と言い換えられ

ていることを示す． 

 

 

 

がある．これらはいずれも，3.1 節で考察した 3 つ

のグループ内での言い換えである． 

「予知」と「予見」は複数の辞典で互いに言い換

えがなされている．前述のとおり，「予知」と「予見」

は似通った意味を持つことと整合する．一方，「予知」

と「予測」で言い換えられている例はない．「予知」

は単に「前もって知る」という意味であり，何らか

の根拠を必要とする「予測」とは意味が異なること

を示している．また，複数の辞典で「予見」を「予

測」と言い換えているが，「予測」を「予見」と言い

換えている辞典は 1 例しかない．前述のとおり，「予

見」には「見通す」という意味も持つために「予測」

と言い換えられる場合もあるが，何らかの根拠を重

視する「予測」は必ずしも「予知」と似通った意味

を持つ「予見」とは言い換えられないことを示して

いると言えよう． 
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４ 「予知」と「予測」の使用例 

4.1 明治時代から大正時代にかけての使用例 

 「予知」の語は明治時代にも一般に使用されてい

る．たとえば 1884 年の日本地震學會報告第一冊でも

「予知」の語を見ることが出来る．ただし，「予知」

のほかに「前知」，「先知」，「予期」，「予察」などの

語も使用されている．ただし，「予察」は「予備的な

視察」や「予備的な推察」の意味で使用していると

考えられる例も多く，注意が必要であろう．  

大正時代以前の語の使用例を表 2 に示す．調査対

象は，(1)国立国会図書館支部気象庁図書館の蔵書の

うち，おもに地震や火山に関する文献，(2)国立国会

図書館が公開する「近代デジタルライブラリー」

（http://kindai.ndl.go.jp/）に収録されている文献，(3)

新聞・雑誌等一般の市民が広く読んでいたと思わる

もので，地震を取り上げた記事，とした．(2)及び(3)

は膨大であるが，代表的なものを選び，(1)および(3)

の合計と(2)の数が大体同数になるようにした． 

 明治時代中期頃には地震や海嘯（津波）に関する

記述で「予知」の語が広く使用されている様子を窺

うことが出来る．専門書以外での使用例を以下に挙

げる（下線引用者）． 

泰西の學説頻りに我國に舶來するも未だ地震

を豫知（引用者注：「豫」は「予」の旧字）す

るの研究なく器械なく往々にして家潰れ人死

するの慘状を見るに至る 

（人事門, 風俗画報, 第 74 號, 1894） 

余は無論一震動の東北海岸線を去る遙かの洋

中に起る可きを豫知したり然れども海嘯の來 

るは未だ豫知するを得ざりき 

（大阪毎日新聞, 1896/6/19） 

なお，気象については明治時代に既に「予測」の 

語が使用されている．一例を挙げる（下線引用者）． 

氣象上の觀測術進歩して天災來らんとするこ

とは一ヶ月以前に豫測するを得べく 

（二十世紀の予言, 報知新聞, 1901 正月） 

地震や津波については，将来を見通す具体的な方策

がなく否定的な文脈で「予知」が使われている一方

で，気象については肯定的に「予測」を使用してい

ることが伺える．表 2 を見ても，天気や経済に関し

ては根拠を持って肯定的に「予測」を使用する例が

あるが，地震に関しては「予測」を用いた例はない． 

 さらに大正時代には，神奈川県測候所や今村明恒

が関連する語を整理している： 

豫報と豫言を間ちがへてはいけない，豫言は

所謂學者の言葉ではない，宗敎家の言葉であ

る，豫報は自然現象を觀察した後に發表する

言葉で，豫言は人間を相手として精神的對象

を分析した結果言ふ言葉である．（中略）地震

の豫知は學理上から推定することが出來る，

即ち古來大地震の記録經驗から得た統計によ

つて歸納する方法で，これに關しては專門の

學者によつてしばしば述べられて居る 

（神奈川縣測候所, 地震講義, 1913） 

豫言といひ，豫測又は豫報といひ，何れも或

る根據の下に於て將來を推定することに變わ

りはないが，唯吾々が之を使ひ分けるとき，

推定の根據極めて薄弱で，随つて的中の望み

も少いときには豫言なる語を用ひ，之に反し

て根據も確かで的中の望みも頗る大なるとき

には，豫測又は豫報抔の言葉を用ひて居る，

此使ひ分けの一例を擧げて見るならば，地震

の豫言，天気豫報，米作の豫測の如きもので

あらう． 

（今村明恒, 地震の征服, 1925） 

神奈川県測候所の整理では，予報と予知は自然科学

で，予言は宗教で使う言葉である．また，今村の整

理では，天気は根拠が確かで的中の可能性が高いか

ら予報の語を使い，地震は往々にして根拠が不確か

で的中の可能性が低いために予言の語を使うという．

今村はこの説明の直後に，関東地震後の根拠不明の

地震の予言が流行したことにも触れており，神奈川

県測候所と同様に，非科学的な意味での予言を強く

意識した可能性がある．大正時代には既に，自然現

象を科学的に見通す場合には「予言」が使われなく

なったと見て良い． 

 

4.2 戦後に設立された機関等 

第二次世界大戦後，「地震前知」などの語は廃れ，

地震予知研究計画に代表されるように「地震予知」

の語が頻繁に使用されるようになった．特に，1962

年に和達清夫，萩原尊禮，坪井忠二らがまとめた「地

震予知－現状とその推進計画」（ブループリント）と，

1965 年より始まった「地震予知研究計画」は，地震

学界に大きなインパクトを与えた．これらを受けて
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表 2 大正時代以前の文献における語の使用状況 

地震または津波を対象としたものを太字で示した．対象が明示されていないものは括弧を付した． 

学術書以外の文献も含む．J.ミルン（1880）の演説は宇佐美（1982）によった． 

著者・編者 書名 年 語 対象 文脈 

西川如見 両儀集説 
1714 年
(正徳４)

豫メ占考
豫メ占察

地震
可恐ノ至也ト云モ豫メ占考スル事難シ 
歳運ノ變態ヲ豫メ占察セン事ハ 

潮田某 
山崎久作 

地震前知の弁 
大地震暦年考 

1856 年
(安政３)

前知 地震 これ地震前知の一良法とす 

司法省刑法 
課 

日本刑法草案 第二
稿 

1877 年
(明治 10)

予知 犯罪 之ヲ豫知シタル者ハ共ニ加重ノ刑ヲ科ス 

Ｊ．ミルン 日本地震学総論 
1880 年

(明治 13)
前知 地震

前知スルノ方法 
（日本地震學會設立総会の演説） 

桑原政 
釜石鉱山景況報告 
工学叢誌第十巻 

1882 年
(明治 15)

予知 鉱石量 先ツ全山鉱石ノ量ヲ豫知シ 

Ｊ．ミルン 
日本地震學會報告，
第一冊 

1884 年
(明治 17)

前知 
予知 

地震
地震發起ノ原因茲ニ之ヲ前知スルノ方法ニ就キ
温泉熱度ノ増減ヲ看テ地震ノ發時ヲ豫知スルヲ

内務省 
氣象薹測候所條例施
行細則 

1887 年
(明治 20)

予報 天気 港津及全國ニ天氣豫報ヲナシ 

北海道廰第
二部地理課 

北海道俚諺 天気豫
考 

1889 年
(明治 22)

予知 地震等 漁夫農夫の晴雨風雷地震水災等を豫知するに 

高島呑象 
風雨陰晴前兆早知考
象秘鑑 

1890 年
(明治 23)

前知 洪水等 風雲の天變に依て大風洪水を前知する事 

南部助之丞 米相塲考 
1890 年

(明治 23)
予占 雨量 前年の雨量を以て翌夏の雨量を豫占するの説 

中山珋之進 蚕家必携驗濕法 
1890 年

(明治 23)
前知 温度 夜間に降下する最低温度を前知する 

田口卯吉 續經濟策 
1890 年

(明治 23)
予察 (社会) 兩毛鉄道布設の結果を豫察す 

谷口政徳 簡易地震學 
1891 年

(明治 24)

預知 
預報 
預言 
前知 

地震

地震の發生を預知すべき方法を發見するにあり
若し地震の預報が度數のみに關するものなれば
地震後二三の小地震あることを預言するも 
二十日後は余は地震を前知せり 

石原憲 惨状 濃尾地震實記 
1891 年

(明治 24)
前知 火山 井戸の涸れたるを見て火山の破裂を前知したる

岡部善之助 
愛知縣特別縣制請願
參考書 

1891 年
(明治 24)

予察 (県政) 府縣制并に其の實施後の豫察 

水路部 
アネロイド晴雨計解
説及用法 

1892 年
(明治 25)

予知 天気 天氣ヲ豫知スルヲ得ル樣ニ晴雨計の徴候ヲ解釋

佐藤勇造 地震家屋 
1892 年

(明治 25)
予知 患害 患害ノ傷所及時日ヲ豫知スルヲ得可キカ 

震災豫防調
査會 

震災豫防調査會報告 
震災豫防調査會調査
事業 

1893 年
(明治 26)

予知 地震 觀測ヲ要シ或ハ以テ豫知ノ一端ト爲ルヤモ 

片山逸朗 濃尾震誌 
1893 年

(明治 26)

予知 
預知 
前知 

地震
深く地震の原因を繹ね豫知の道を講究する等 
第十二章 地震の預知 
動物の異常によりて地震を前知せしことは 

山崎直方 
地質學雑誌 第一巻
第三號 

1894 年
(明治 27)

予知 
先知 

地震
佐久間象山の地震豫知器 
地震暴風山崩等の大變災を先知して 

岐阜縣岐阜
測候所 

明治廿四年十月廿八
日大震報告 

1894 年
(明治 27)

予知 地震 震率を得は是に由て震相を豫知し 

東陽堂 
風俗画報74号 人事
門 

1894 年
(明治 27)

予知 地震 未だ地震を豫知するの研究なく器械なく 

林貞助・閲 
伊東聞天 

ぶーるす取引の秘傳 
1894 年

(明治 27)
予知 気象 英國の相場業者が言ひ傳ふる氣象豫知の秘則 

大阪毎日新
聞社 

大阪毎日新聞 
1896 年

(明治 29)
予知 津波

海嘯の来るは未だ豫知するを得ざりき 
（中央気象臺馬場技師の談話） 
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表 2 つづき 

著者・編者 書名 年 語 対象 文脈 

前田勝四郎 救荒新策 
1897 年

(明治 30)
前知 凶荒 凶荒ニハ幾多ノ前兆アリ（中略）之ヲ前知シテ

佐古田巻太
郎 

重要物産農事改良新
法 

1897 年
(明治 30)

前知 
予知 

夏至等
來年陰歴夏至日及春分日秋分日を前知する法 
容易く來年の夏至日を豫知するの法あり 

内務省 
氣象薹測候所條例施
行細則（改定） 

1898 年
(明治 31)

予考 天気 一箇年間天気豫考を爲シ其成績表ヲ添ヘ 

横田八百吉 暴風豫考 
1899 年

(明治 32)
予知 台風 暴風の豫知 

報知新聞 二十世紀の予言 
1901 年

(明治 34)
予測 気象

氣象上の觀測術進歩して（中略）一ヶ月以前に
豫測するを得べく 

今村明恒 
石川成章 

地文學教科書 
1903 年

(明治 36)
予報 地震 地震の豫報は今日は猶未決の問題に属す 

高野豐次郎 農業敎科書 下巻 
1904 年

(明治 37)
予察 天気 農家は，常に，天氣を豫察して 

今村明恒 地質樷書 地震學 
1905 年

(明治 38)

前知 地震 地震の前知法ありや 

予報 気象 氣象學者が天氣を豫報するが如く 

大森房吉 地震学講和 
1907 年

(明治 40)

予知 
前知 
予察 
予期 

地震

震災豫防の方法は大地震の豫知と震害の防禦 
脈動に依り地震を前知すると 
震源の深さに關する豫察（薹灣の大地震） 
此の如き論據よりして（中略）豫期しました 

村瀨春雄 海上保險講義要領 
1907 年

(明治 40)
予測 危険 所謂見込によりて危險を豫測するの方法 

坪井正五郎 人類學叢話 
1907 年

(明治 40)
予察 (考古) 日本最古住民に關する豫察と精査 

片岡常 最新發明秘術全書 
1911 年
(大正１)

前知 晴雨 これは梵鐘の音を聞いて晴雨を前知するので 

神奈川縣測
候所 

地震講義 
1913 年
(大正３)

予知 地震 地震ヲ豫知スルコトハ不可能ナリ 

森田愛介 秘法秘傳教科書 
1913 年
(大正３)

前知 地震 地震を前知する法 

予知 生死 生死を豫知する法 

一橋閣編輯
部 

安定生活秘傳極意 
1920 年

(大正 10)

予測 晴雨 一年中の月々の晴雨を，大體豫測假定する方法

前知 豊年 豊年と凶年とを前知する秘法 

生活改善研
究會 

バラツクと其安全生
活法 

1922 年
(大正 12)

予知 
予報 
予感 
予言 

地震

地震の豫知は學理上から之を推定することが 
地震の豫報と云ふことは頗るむづかしい 
人々の食慾の變化によって大抵豫感し得た 
托鉢僧によつて豫言されたのであったが 

東川嘉一 銀相塲の大勢 
1922 年

(大正 12)
予測 銀相場 本年の大勢を豫測する材料 

石原初太郎 
實驗を主としたる自
然地理學概論 

1922 年
(大正 12)

予知 天候 其の低氣壓の爲めに蒙る天候の状態を豫知し 

今村明恒 地震講和 
1923 年 a
(大正 13)

予知 地震
前震なるものは地震の豫知問題に就て一つの參
考となる大切な材料である 

今村明恒 
地震の理論と今囘及
び今後の東京地震 

1923 年 b
(大正 13)

予知 地震 此の地震帶の攻究は，地震の豫知問題に 

小玉呑象 地震の豫知 
1923 年

(大正 13)
予知 地震 天文に現はれたる所の地震の豫知を申上ます 

松山基範 輓近の地震學 
1924 年

(大正 14)
予報 
予知 

地震
第一節 地震豫報問題 
惨害の大きい一つの理由は之を豫知する事が 

今村明恒 地震の征服 
1925 年

(大正 15)

予言 地震 的中の望みも少いときには豫言なる語を用ひ，
之に反して根據も確かで的中の望みも頗る大な
るときには，豫測又は豫報抔の言葉を用ひて居
る，（中略）地震の豫言，天気豫報，米作の豫測
の如きものであらう 

予報 天気

予測 米作

 



「予知」と「予測」及び類似の語に関する調査 

- 203 - 

多くの地震研究や国の施策が推し進められた． 

第二次世界大戦後，公的機関（地震研究に寄与し

た財団等を含む）の名称や，発表される文書・情報

等に「予知」の語が使用された例を表 3 に掲げる．

原則として，茅野・鈴木（1981），独立行政法人防災

科学技術研究所（2009），地震予知連絡会（地震予知

連絡会の歩み）に記載のあるものを掲載したが，そ

れ以外のものも含む．1960 年代から 70 年代におい

ては，「地震予知」が定型句と化していたことが伺え

る． 

しかし，1980 年代以降も日本で東海地震を除く地

震の直前予知が可能な段階に至っていないことを受

け，地震予知研究の在り方が議論される．その中で，

たとえば日本学術会議地震学研究連絡委員会と日本

地震学会が共催した地震予知研究シンポジウム

（1994）では，地震の「予知」と「予測」を使い分

けている例がある．たとえば中田（1994）は，地震

予知の 3 要素のうち，「『時期』の予知」と「『場所』

及び『規模』の予測」と使い分けて，時期を重視す

る短期予知よりもまず，過去の地震記録に基づいた

長期予測を行うべきだと主張している．また，青木

（1994）は， 

地震活動様式の予測，活断層等発生の場の予

測，発生時期の予測（長期，短期）などは地 

震予知のカテゴリーに入る 

と述べ，全体としての「予知」に含まれる個々の要

素に対して「予測」の語を用いている．一方，地震

予知研究シンポジウム（1997）において，小泉（1997）

は， 

   「地震予知」ということばを用いた場合，一

般の人はゲラー（1994）の定義するような「実

用的短期地震予知」をイメージするのに対し，

研究者は「地震予知研究全般」をイメージし

ていることが多い 

と述べ，一般人と専門家のあいだでの「予知」に対

する認識の違いを指摘している．1960 年代当時に地

震の短期予知の可能性がセンセーショナルに喧伝さ

れたために，一般人はその後も「予知」という語に

対して過度の期待を込めて短期予知を連想していた

と考えられる．これに対して，専門家は必ずしもそ

のような楽観的な短期予知だけでなく，より広義で

「予知」という語を使用していたと考えられる．こ

うした一般人と専門家の認識のずれから来る誤解を

避けるため，一般人の考える「予知」に対して，専

門家が新たに「予測」の語を使い始めたと考えられ

る． 

平成 7 年（1995 年）兵庫県南部地震以降は，各機

関の組織や文書等で「地震予知」の語が使用される

機会は徐々に減ってゆく．たとえば，同地震以降に

設置・改組された主な機関等の名称では，「予知」 の

語を含む機関等は少数となっている．その中には，

改組を機に，機関等の名称から「予知」の語を外し

た例も幾つか見られる（表 4）． 

同様の傾向は，国が発行する白書でも見られる．

1976 年から 2005 年に国が発行した白書から，「地震」

と「予知」の語が使用された事例を調査した．ここ

では国立国語研究所が公開する「現代日本語書き言

葉均衡コーパス（少納言）」を用いた．1976 年から

1994 年（兵庫県南部地震前 19 年間）で「地震」と

「予知」の語が同じ文脈中の近い場所でともに使用

された事例数は 109 件である．一方で 1995 年から

2005 年（同地震後 11 年間）では同 50 件であり，兵

庫県南部地震の前後で使用頻度に大きな変化はない．

しかし，1970 年代から 80 年代にかけて，「地震」と

「予知」の語が具体的な施策とともに使用されてい

たのに対し，兵庫県南部地震以降は，地震予知連絡

会や地震予知計画といった既存の固有名詞としての

使用例が目立ち，具体的な施策を伴った記述の中で

の使用例が大幅に減っている． 

兵庫県南部地震以降の地震の「予知」に対する捉

え方の変化は，地震調査研究推進本部の文書にも見

て取ることができる．たとえば 1997 年に公表された

「地震調査研究推進本部における広報の在り方につ

いて」中の「地震調査研究について広報すべき事項」

において，地震の「予知」について， 

例えば，現状では，短期的な地震予知は一般

的に研究段階にあり（中略）このような，地

震調査研究の学問レベルや成果の実状につい

て，国民が正しく理解できるような説明を含

めた広報を実施していく必要がある 

と，国民に対していたずらに地震の「予知」に対す

る期待を抱かせないようにすべきとの立場を取って

いる．一方で，将来の地震については， 

地震調査研究の成果に基づき，全国の各地域

で発生する地震の長期的な発生の可能性を評

価することが可能な場合がある 
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表 3 戦後，公的色合いが強い機関やその文書・情報等に「予知」の語が使用された例（地震関連） 

地震予知連絡会，独立行政法人防災科学技術研究所(2009)の他，この表に掲載の各機関等の公式サイト等によ

る． 

年 月 事項 

1947 8 中央気象台が中心になり地震予知研究連絡委員会を開催 

1961 4 日本地震学会地震予知計画研究グループ第 1 回会合 

1962 1 和達らが「地震予知－現状とその推進計画」（ブループリント）を発表 

1963 6 文部省測地学審議会に地震予知部会を設置 

11 日本学術会議が「地震予知研究の推進について」政府に勧告 

1964 7 文部省測地学審議会が「地震予知研究計画の実施について」を承認 

1965 3 日本学術会議地球物理学研究連絡委員会に地震予知小委員会を設置 

1968 7 文部省測地学審議会が「地震予知の推進に関する計画の実施について」建議 

1969 4 国土地理院に地震予知連絡会を設置，第 1 回を開催 

1974 4 東北大学理学部に地震予知観測センターを設置 

11 科学技術庁を中心に地震予知研究推進連絡会議を設置 

1975 4 名古屋大学理学部に地震予知観測地域センターを設置 

1976 4 北海道大学理学部に地震予知観測地域センターを設置 

10 内閣に地震予知推進本部を設置 

1977 4 地震予知推進本部が「東海地域の地震予知体制の整備について」を決定 

1978 8 東京大学地震研究所に地震予知研究協議会が発足 

6 気象庁観測部地震課に地震予知情報室を設置 

1979 12 天然資源の開発利用に関する日米会議・地震予知技術専門部会第１回合同部会を開催 

1981 1 財団法人地震予知総合研究振興会が設立 

5 国立防災科学技術センターに地震予知研究棟が完成 

1982 4 気象庁観測部に地震予知情報課を設置 

1990 6 京都大学が地震予知観測地域センター等を統合し地震予知研究センターを設置 

1994 12 東海大学海洋研究所に地震予知研究センターの設置を決定 

1995 7 防災科学技術研究所に第２地震予知研究棟が完成 

1998 5 地震予知研究を推進する有志の会が「新地震予知研究計画」を発表 

2001 6 日本地震学会に地震予知検討委員会を設置 

2004 1 気象庁が東海地震に関連する情報（東海地震予知情報等）の運用開始 

2007 5 日本地震学会が『地震予知の科学』を出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「予知」と「予測」及び類似の語に関する調査 

- 205 - 

表 4 平成 7 年（1995 年）兵庫県南部地震後に設置・改組された主な機関等 

機関等の名称に「予知」の語を含むものを太字で示した． 

年 月 設立・改組された機関等 前身 所属 

1995 7 地震調査研究推進本部 地震予知推進本部 科学技術庁 

1996 5 地震調査研究センター 地震予知研究センター 防災科学技術研究所 

1997 4 東濃地震科学研究所 （新設） 地震予知総合研究振興会 

1998 4 地震火山研究観測センター 地震予知観測地域センター 北海道大学 

4 地震・噴火予知研究観測センター 地震予知・噴火予知観測センター 東北大学 

2001 - （専門調査会 7 件）※１ （新設） 中央防災会議 

2003 4 地震火山防災研究センター 地震予知観測地域センター(※２) 名古屋大学 

2006 5 地震・火山噴火予知研究協議会 地震予知研究協議会 東京大学地震研究所 

※１ 2001 年から 2010 年に開催された，主として地震を対象とした専門調査会のうち，名称に「予知」を含む

ものは無かった． 

※２ 何度か改組しているが，1975 年の設立時は「地震予知観測地域センター」であった． 

 

 

とあるように，「評価」の語を用いている．これに先

立って 1996 年に発表された「当面推進すべき地震に

関する調査観測について」においても，「長期的な地

震発生の可能性の評価を行うことに配慮しつつ」，

「活断層の調査は内陸地震の発生を評価する上で重

要である」等，将来の地震について「予知」と記述

するのを避けるかのように，専ら「評価」の語を用

いている． 

また，2009 年に公表された「新たな地震調査研究

の推進について」においては，その用語集において 

地震発生予測：発生が予想される地震につい

て，発生時期，発生場所，規模等を地殻活動

観測データ等に基づき予め推測すること．こ

こでは，いわゆる「直前予知」とは異なるも

のとして用いている． 

とあるとおり，「予測」と「予知」を意図的に使い分

けている．その上で，地震予知研究が昨今の地震調

査研究の進展をもたらしたと評価する一方で，「当面

10 年間に取り組むべき地震調査研究に関する基本

目標」の一項目に「海溝型地震を対象とした調査観

測研究による地震発生予測及び地震動・津波予測の

高精度化」と「地震発生予測」を挙げている．同基

本目標で「予知」の語が使われているのは，東海地

震に関する記述にとどまり，特段の事情がない限り，  

意図して「予知」の語を避けようとしていることが

伺える． 

地震調査研究推進本部は，新たな資料名や委員会

名について，「地震動予測地図」，「地震活動の予測的

評価手法検討小委員会」等，「予知」に替わって意図

して「予測」の語を使用している．2010 年には地震

活動の予測的評価手法検討小委員会によって「伊豆

東部の地震活動の予測手法」の報告書が取りまとめ

られた．これを受けて気象庁では，2011 年 3 月 31

日以降，伊豆東部地域で発生する群発地震活動の推

移・見通しについて予測した内容を発表することと

なった． 

 

4.3 法令における使用状況 

わが国の法令においては，「予知」と「予測」双方

が使用されている．そこで，これらの語がどのよう

な法令，条文で出現するかを調査した．結果を表 5

に示す． 

「予測」については，建築基準法をはじめとして，

科学的・技術的知見に立脚して制定された法令での

使用が多い．たとえば， 

当該建築物の構造，建築設備及び用途に応じ

て屋内において発生が予測される火災による

火熱に当該火災が終了するまで耐えること．

（建築基準法第 2 条九の二，下線引用者） 

国は，海洋に関する施策を適正に策定し，及

び実施するため，海洋の状況の把握，海洋環

境の変化の予測その他の海洋に関する施策の 
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表 5 法令における使用状況 

法令データ提供システムによる 

語 予知 予測 

各語を含む
法令数 
（ う ち 法
律） 

24（10） 
※うち，「地震予知
情報」としての使
用は，14（3） 

189（40） 

主な法律 
（条数：予

知または
予測の対
象） 

印紙税法 
（20 の 2：過怠税

に つ い て の 決
定） 

 
地方税法 
（71 の 14 の 4：道

府県知事の調査
による決定があ
るべきこと） 

 
関税法 
（12：関税につい

て更正があるべ
きこと） 

 
消防法 
（36 の 2 の 2：地

震予知情報） 
 
活動火山対策特別

措置法 
（19 の 2：火山現

象） 
 
大規模地震対策特
別措置法 
（4：地震の発生） 

生物多様性基本法
（25：生物の多様

性） 
 
海洋基本法 
（22：海洋環境の変

化） 
 
特定公共電気通信
システム開発関連
技術に関する研究
開発の推進に関す
る法律 
（2：水火災又は地

震等の災害によ
る被害） 

 
環境影響評価法 
（2：環境に及ぼす

影響） 
 
石油コンビナート
等災害防止法 
（31：災害の発生の

おそれ及び災害
による影響） 

 
建築基準法 
（2 の 9 の 2：火災）

 

 

表 6 気象庁の組織および官職における各語の使用状

況 

気象庁組織規則に記載があるものに限る． 

語 組織または官職名 

予報 民間予報業務監理官(民間事業振興課) 

予報部 

予報課 

主任予報官(予報課) 

航空予報室(予報課) 

数値予報課 

数値予報モデル開発推進官(数値予報課)

予知 地震予知情報課 

予測 地震動予測モデル開発推進官(地震津波監

視課) 

津波予測モデル開発推進官(地震津波監視

課) 

※このほか，気象庁組織規則には記載がないが，火

山課に噴火予知調整係，噴火予知防災係という係が

存在する． 

 

策定及び実施に必要な調査（以下「海洋調査」

という．）の実施並びに海洋調査に必要な監視，

観測，測定等の体制の整備に努めるものとす

る．（海洋基本法第二十二条，下線引用者） 

というように，科学的知見や根拠に基づいて将来の

状況や影響に言及する場面で使用される． 

一方，「予知」の使用は大きく 2 つに分けられる．

ひとつは，新たに情報を与える前に予め知っている

という用法である．その例を示す： 

納入申告書の提出期限後にその提出があつた

場合において，その提出が当該納入申告書に

係る利子割の額について道府県知事の調査に

よる決定があるべきことを予知してされたも

のでないときは（後略）（地方税法第七十一条

の十四の 4，下線引用者） 

第一項の規定は，修正申告がされた場合にお

いて，その修正申告が，その申告に係る関税

についての調査があつたことにより当該関税

について更正があるべきことを予知してされ

たものでないときは，適用しない．（関税法第

十二条の二の 4，下線引用者） 

もうひとつは，大規模地震対策特別措置法で，「地

震予知情報」という語が使われており，この語が他

の法律で引用される場合である．後者の法律の例と

しては，消防法等が挙げられる． 

これ以外の用法で「予知」の語が使用される例は

地震及び火山を対象とするものに限られる．大規模

地震対策特別措置法では「地震の発生を予知」ある

いは「地震の発生の予知」と記載されているほか，

東南海・南海地震に係る地震防災対策の推進に関す

る特別措置法で「東南海・南海地震の発生の予知」，

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災

対策の推進に関する特別措置法で「日本海溝・千島

海溝周辺海溝型地震の発生の予知」，活動火山対策特

別措置法において「火山現象の予知」と記載されて

いる例がある（2010 年 10 月現在）． 

気象業務法第二条 6 では，「予報」は観測の成果に

基く現象の「予想」の発表，「警報」は重大な災害の

起るおそれのある旨を警告して行う「予報」と，そ

れぞれ定義されている．なお，同法第十一条の二で，

地震防災対策強化地域に係る大規模な地震が発生す

るおそれがあると認められるときに，その地震に関

する情報を内閣総理大臣に報告することとされてお
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り，これに関する事がらについては大規模地震対策

特別措置法の用語の例により，専ら「予知」の語が

使用されている． 

 気象庁の組織や官職名については，将来の現象の

見通しを発表する組織や官職等については「予報」

（もしくは「予測」）の語が使用される．「予知」の

語は，大規模地震対策特別措置法及び活動火山対策

特別措置法関連して設置された組織の名称にのみ使

用されている（表 6）．気象庁以外の組織では，国土

交通省各地方整備局の水災害予報企画官，洪水予測

専門官，海上保安庁の漂流予測管理官等の官職があ

る．法令で定められた組織や官職名で「予知」の語

を使用したものは，気象庁以外に存在しない． 

 

4.4 技術予測調査での使用状況 

 我が国の科学及び技術に関する見通しをとりまと

めたものに，2000 年に実施され 2001 年にまとめら

れた「第 7 回技術予測調査 －我が国における技術発

展の方向性に関する調査－」がある．これは，地球

科学を含む科学技術の諸分野に関して，それぞれの

分野の専門家が様々な見通しをとりまとめたもので

ある．そこで，この調査報告の中で使用される「予

知」，「予測」等の語の使用状況を調査した．なお，

同報告の作成に当たっては，分野間での記述の整合

は取られていない．結果を表 7 に示す． 

将来について言及する語として様々な語が使用さ

れているほか，「予知・予測」，「予知・予報」などと

2 つの語を並列して記述する例も散見される．しか

し，「予知」と「予測」で使い方に差が見られる． 

表７では，単に地震や気象など「対象」が広いも

の及び「精度，期間」や「手段・方法」の記載がな

いものに下線を付した．また，これら 3 項目のうち

2 項目に下線を付したものは，「語」にも下線を付し

た．「予測」に関しては下線が付されたものが少なく，

反対に「予知」はそのほとんどに下線が付された．

つまり対象や将来への言及に具体性がある場合には

「予測」の語が，具体性に欠ける場合には「予知」

の語が使用される傾向がある． 

 特に地震（地震動を除く）について注目すると，

この傾向は顕著に見られる．地震の規模と期間を具

体的に示している場合には「予測」の語が，それら

を示していない場合は「予知」の語が使用されてい

る． 

 

4.5 近年の書籍等での使用例 

書籍等で「予知」と「予測」の違いについて説明

した例もいくつかある．たとえば以下のようなもの

がある． 

自然現象を引き起こす物理法則を理解した上

で，その法則に則って将来どうなるかを算定

するのが「予測」である．気象・気候の予測，

地震の長期評価・地震動予測，津波の到達時

刻などは，現在の科学レベルで実用的な「予

測」が可能である．一方，物理法則が必ずし

も明らかでないが，観測網を設置し前兆現象

を検出して大地震や噴火の発生を推定するの

は「予知」と呼ばれる 

（入倉孝次郎，2007，災害要因となる自

然現象の解明と予測―地震市街軽減の

ための予測研究を例として―） 

「予知」と「予測」とで言葉自体の意味合い

に大差はないが，ここでは次のように区別す

る．「地震発生予測」は，ある場所を指定した

時，そこに起きるだろう地震のマグニチュー

ドと発生確率を推定することを言う．（中略）

これに対して「地震予知」では，特定の地震

を対象とした時，観測されたデータの推移か

ら震源域における応力蓄積がどのくらい限界

に近いかを推定する 

（松村正三，2008，地震予知研究の動向

と問題点，科学技術動向，91） 

吉見：予測と予知の違いは時間の概念の有無

です．私は地震予知研究もあっていいと思っ

ていますが，たとえ地震予知が成功したとし

ても，地震で建物がつぶれないような備えは

不可欠です 

（座談会での発言，独立行政法人産業

技術総合研究所，2008，座談会 リアル

ワールドへの科学の挑戦，産総研

TODAY，93，2-9） 

「予知」は予め知る，「予測」は予め推し測る

という意味で，前者の方が，より確実性が高 

い推定を表す言葉と考えられます．上記の文

章では，観測や研究が進んでいる東海地震の

推定については「予知」という言葉を，東海

地震に比べて研究が進んでいない東南海・南 
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表 7 第 7 回技術予測調査での各語の使用状況 

「流通」および「都市・建築・土木」，「交通」の分野における，経済学や社会学等理学や工学との直接の関連

性が薄い対象については省略した．「対象」が漠然としているもの（ここでは，一般的に使用される一語のみの

場合を指すこととする），「精度，期間」や「手段・方法」の記載がないものに下線を付した．また，これら 3

項目のうち 2 項目で下線を付したものは，「語」にも下線を付した． 

分野 語 対象 精度，期間 手段・方法 

海洋・ 
地球 

予報 津波 （記載なし） 人工衛星による潮汐・津波観測と湾岸地形等の
データ 

予知・ 
予報 

日本近海の海流の変動 （記載なし） （記載なし） 

予測 水産資源を含めた全地球
的海洋変動 

（記載なし） 大規模数値モデル 

予報 長期気象 1～6 ケ月 力学的手法 

予知 地震 （記載なし） 地震計，傾斜計，ひずみ計等の多種の観測機器
を統合・集積化したボアホール式観測装置 

予測・予
知 

集中豪雨による土砂崩
れ，土石流 

（記載なし） （記載なし） 

予測 表層なだれの規模や危険
度 

（記載なし） 降・積雪の経時変化特性をモニタリングする技
術 

予測 地震の発生の有無 M7 以上の地震を
数日前に 

（記載なし） 

予知 地震 （記載なし） 動物の反応と地震発生の相関 

環境 予測 地球温暖化による気候変
動の大きさ 

地球全体を 50km
メッシュで 

（記載なし） 

予知・ 
予測 

新規化学物質の運命 （記載なし） 難分解性化学物質の環境における運命等の知
見 

農林水産 
・食品 

予察 病害虫の発生 （記載なし） 森林生態系における寄主との共存関係および
寄主に害を及ぼすメカニズム 

予知 斜面崩壊，雪崩の発生 （記載なし） 遠隔探査技術，各種センサとコンピュータシス
テム 

予測 大洋スケールの環境変化
と生物生産の関係 

（記載なし） （記載なし） 

予測 主要漁業資源の長期変動 10～20 年 （記載なし） 

資源・ 
エネル 
ギー 

予測 鉱物資源賦存量 半定量的 人工衛星 

予測 降雨 精度の良い （記載なし） 

予測 微量水質汚染物質に関す
る環境影響 

精度の良い （記載なし） 

宇宙 予知 地震 （記載なし） VLBI，衛星レーザおよび逆レーザ測距と合成開
口レーダー 

材料・ 
プロセス 

予測 三次元立体構造 （記載なし） 分子量３万程度のたんぱく質の一時配列構造

予測 熱平衡状態における構造
と物性 

厳密に コンピュータシミュレーション技術 

情報・ 
通信 

予報 天気 １週間後まで，
95%以上 

（記載なし） 

ライフサ 
イエンス 

予測 生物活性とその機能ドメ
イン 

（記載なし） タンパク質の高次構造 

都市・ 
建築・ 
土木 

予報 局地的な気象 （記載なし） （記載なし） 

予測 大規模地震の発生 5～10 年程度先の
M8 以上の地震 

地殻の歪みの分布や過去の地震履歴の分析等

交通 予測 地震動 （記載なし） プレート境界地震の初期微動 

予測 船舶のクラックの進展 （記載なし） （記載なし） 
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海地震の推定を含む場合は「予測」という言

葉を使うようにしています 

（小泉尚嗣，2009，紀伊半島～四国周辺

の地下水等観測施設の整備 東南海・南

海および東海地震の予測を目指して，

産総研 TODAY，98，25） 

入倉（2007）は物理法則に基づいた説明の有無，松

村（2008）は確率の概念の有無，吉見（2008）は時

間の概念の有無，小泉（2009）は推定の確度から両

者を分けており，その認識は各人各様である．また，

日本地震学会地震予知検討委員会は同委員会が執筆

した「地震予知の科学」に関連して，辞書の記述に

触れつつも，以下のとおり「予知」と「予測」の意

味を厳密に区別することをやめている． 

「地震予知」と表現しても「地震予測」と表

現しても，「地震の発生をあらかじめ知る」と

いう意味では両者は同じであり，未来を知る

ことに誤差が伴うことは当然であることから，

区別をつけるのは困難であると判断しました．

（中略）「予知」と言おうが「予測」と言おう

が，はたまた「調査研究」を言おうが，自然

を理解し，モデル化し，将来発生するであろ

う揺れの強さについて，誤差を伴いながら知

ることが目的のはずです 

（日本地震学会地震予知検討委員会，

2008，「地震予知の科学」ダイジェスト） 

一方，島村（2004）は，明示的に「予知」とその他

の語との違いを説明してはいないが，「予知」につい

て以下のとおり記述するとともに，破壊現象や気象

の長期予報等と違って将来を見通す決定的な方程式

がない対象については「予測」の語を用いている． 

古典力学のバックグラウンドを持つ人に地震

予知の話をすると，とても奇妙な顔をされる

ことがある．それは彼らにとっての「予知」

とは，古典力学で支配される運動の予知のよ

うに，ある瞬間の物体の状態を知ることがで

きれば，それから後の，どの時刻での物体の

場所も動きも，完全に決めることができるも

ののはずだからである 

（島村英紀，2004，公認「地震予知」を疑う，

柏書房） 

いずれにせよ，直近 10 年程度においても，「予知」

と「予測」の使い方が地震の専門家の間で統一され 

表 8 インターネット検索エンジンを用いた調査で

対象とした語 

太字の語は 2010 年と 2011 年に調査を行った．そ

れ以外の語は 2011 年のみ調査を行った． 

分
野

地震
(専門)

地震
(一
般) 

迷信・
カルト 

科学・
技術 

気象・
気候 

経済

語

アスペ
リティ

地震 カルト 
内燃機
関 

気象 経済

すべり
欠損 

震源 神 
金属疲
労 

豪雨 財政

セント
ロイド

震度 占い 放射線 洪水 金融

ΔCFF 
地震
活動

超能力 回折 台風 国債

強震動
群発
地震

心霊 リンパ 竜巻 株価

コーダ
波 

余震 UFO 創薬 波浪 為替

津波堆
積物 

津波 火の玉 高分子 温暖化 人口

 

 

ていない現状がある． 

 

4.6 インターネット検索による使用状況 

「予知」と「予測」の直近の使用状況は，インタ

ーネット検索サイトを用いて調査するのが簡便であ

る．これは言語学におけるコーパスを用いた調査を

簡便に模倣したものにも成り得るだろう．コーパス

とは，実際に様々な場面で使用された語を集積して

言語学研究用の情報を付与したもので，言語分析の

基礎資料として，対象とする語がどのような分野あ

るいは文章で主に使用されているかを統計的に調査

する際に用いる．しかしコーパスの活用には言語学

の専門知識が必要である．一方，インターネット上

には，文語・口語を問わず様々な文章や単語が存在

するから，これを活用することで，コーパスを用い

た研究をある程度代替すると考えられる． そこで，

ここではインターネット検索サイトを用いた調査を

行った． 

たとえば，「“予知” “地震” site:go.jp」で検索

すれば，「go.jp」のドメインを持つ政府機関のウェ

ブサイトで，「予知」と「地震」が同時に使用されて

いるサイト数を大まかに知ることが出来る．同様に

「“予測” “地震” site:go.jp」で検索すれば，「予

測」と「地震」が同時に使用されているサイト数が 
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図 3 インターネット検索によるヒット件数の比較 

表 8 で示した各分野の語についての調査結果を示す．縦軸で示す値は，「予知」とともに検索した場合に対する，

「予測」とともに検索した場合のヒット件数の比 Rcij であり，値が大きいほどインターネット上では「予測」

とともに使用される傾向にあることを示す．横軸には，表 8 で示した各分野の語を，Rcij が小さいもの（「予知」

とともに使用される傾向にあるもの）から順に並べた． 

赤色の●は特にドメインを指定せずに検索した結果，青色の▲は「.go.jp」ドメイン（おもに政府機関），緑色

の◆は「.ac.jp」ドメイン（おもに学術機関）のウェブサイトにそれぞれ限定して検索した結果である． 

2011 年 11 月 24 日の Yahoo! Japan を用いた調査による． 

 

 

    

図 4 インターネット検索によるヒット件数の比較の推移 

表 8 で示した各分野の語のうち，太字で示された語は 2010 年と 2011 年の 2 度実施した．それぞれの年で，「予

知」とともに検索した場合に対する，「予測」とともに検索した場合のヒット件数の比 Rcij が求められる．縦軸

は 2010 年の Rcij に対する 2011 年の Rcij を示している．値が大きいほど，2010 に比べて 2011 年に「予測」とと

もに使われることが増えたことを示す． 

「地震(一般)」の分野の中で，特に「地震」の調査結果については●，▲，◆の各印を二重にして記した．2011

年は前年に比べ，「 .go.jp」ドメインや「 .ac.jp」ドメインのウェブサイトでは，「予測」とともに使われるよう

になってきたが，ドメインを限定しない場合は「予知」とともに使われるようになっている． 

 

予
測

／
予

知
（

R
ci

j）
 

2
0
1
1
年

／
2
0
1
0
年
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わかる．この両者のサイト数を比較すれば、「地震」

に対して，「予知」と「予測」のどちらが多く使われ

ているか推定することが出来る．語やドメインを変

えながら，この検索を繰り返すことで，インターネ

ット上で「予知」や「予測」がどのような語と共に

使用されるかを，ある程度知ることが可能となる． 

調査対象は，地震学に関する専門の語，地震に関

して一般的にも使用される語，迷信やカルトに関す

る語，科学技術一般に関する語，気象・気候に関す

る語，経済に関する語の 6 つの分野からそれぞれ 7

語ずつ指定した（表 8）．これらの 42 の語について， 

「予知」または「予測」とともに検索エンジンで検

索し，ヒット件数の比を求めた．ドメインに関して，

特に指定しない，政府機関のドメイン（.go.jp）を指

定，学術機関のドメイン（.ac.jp）を指定の 3 パター

ン行った．すなわち， 

 

 
 jci

jci
cij DsiteW

DsiteW
R

:""""

:""""






予知ヒット件数

予測ヒット件数
 (1) 

 

としたときの Rcij を求めた．ここで Wci は「予知」ま

たは「予測」とともに検索する語を表し，c は分野，

i は各分野内の語の通し番号である．また，Dj はド

メインの種類を表す．調査は 2010 年 10 月と 2011

年 11 月の 2 度実施した．結果に万全を期すために，

日本で特に利用が多い「Yahoo! Japan」と「Google」

の両検索サイトを利用して調査を行った．ただし

2010 年以降，Yahoo! Japan は順次 Google の検索エン

ジンに移行し，2011 年には両者は実質的に同じ結果

を出力することになったため，2011 年の調査では

Yahoo! Japan でのみ調査を行った．さらに万全を期

すために，Yahoo! Japan や Google とは異なる検索エ

ンジンとしては次いでシェアが高い「Bing」でも検

索を行って，検索結果の傾向が Yahoo! Japan と Bing

で似通っていることを確認した． 

2011 年 11 月の調査結果を図 3 に示す．横軸には

Rcij が小さい分野から順に並べた．経済に関する語

では，「予知」に対して「予測」が多く使われる．次

いで，気象・気候や科学技術に関する語，迷信・カ

ルトに関する語が続き，地震に関する語がもっとも

「予測」に対して「予知」と共に使用される機会が

多い．3.1-3.2 節で整理したとおり，「予測」には何

らかの根拠が伴い，「予知」にはそのような根拠は必

ずしも伴わないとすれば，地震は迷信・カルト以上

に根拠なく将来を見通すものとして扱われているこ

とになる． 

一方，2010 年 10 月と 2011 年 11 月との比較を図 4

に示す．各分野とも，「予知」に比べて「予測」とと

もに使用される傾向に変化していることが見て取れ

る．この変化が，インターネット上での実際の使用

傾向の変化を示すものか，検索エンジンの特性等に

起因するものかは定かではない．しかし，地震に関

する一般的に使用される語については，学術機関の

ドメイン（ .ac.jp）で特に変化が大きいことから，2

回の調査の間の期間で，地震学界が「予知」よりも

「予測」の語の使用を好むようになった可能性があ

る．また，「地震」という語については，学術機関の

ドメインで「予知」から「予測」への顕著な変化が

見られる一方で，ドメインを指定しない場合は「予

測」よりも「予知」が好まれるようになっている． 

2 回の調査のあいだに平成 23 年（2011 年）東北地

方太平洋沖地震が発生している．同地震を受けて，

学術機関では，従来の「予知」という語を敬遠して

いる可能性がある． 

一方で，一般の国民の間で地震の発生を前もって

見通すことについての期待が高まった結果，「予知」

と「予測」の意味の違いを特に吟味することなく，

ただ「予知」という語の使用頻度が増した可能性が

ある． 

 

５ 英語における「予知」と「予測」 

5.1 prediction と forecast 

 英語において，「予知」と「予測」に比較的よく対

応する語として，“prediction”と“forecast”が挙げ

られる．そこで，これら 2 語とその類義語について，

複数の英和辞典及び英英辞典における解説を表 9 に

示す．“predict”の語源は「前もって（pre）宣言す

る（dict）」くらいの意味であり，邦訳も「予言する」

や「予報する」とされるなど，言うことに重きが置

かれている．一方，“forecast”は「事前に（fore）計

画を立てる（cast）」から来ており，「予想する」や

「予測する」などと訳されている．それ以外の

“foretell”や“foreknow”等は科学的な内容を対象

とした用例がなく，超能力や magical power に基づく

との解説もあり，“predict”や“forecast”とは用途

が若干異なるようである． 
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表 9 英和辞典及び英英辞典における解説 

特徴的な解説がなされている部分を〈〉で，特徴的な用例を(例)で示して引用した．forecast の用例では天気・

気象に関する語が多く見られるが，ここでは挙げていない． 

  predict forecast foresee foretell foreknow

科学技術英和 
オーム社 

 2004 年 

予言する，予報する，予測
する，予知する 
〈一般に，経験や事実ある
いは計算を用いて「予言す
る」意〉 

予測[予報]する，予見
する，（気象学）予報
する 
〈foresee とほぼ同じ
意味であるが，推測の
意味も含まれる〉 

予測する，予知
する，見越す，
先見する 
〈先を見通し
て，将来に備え
ることが暗示さ
れている〉 

予告[予言，予
示]する 

  

新グローバル
三省堂 
1999 年 

予言する，予報する 
〈特に調査研究を基にした
予想の場合この語が用いら
れる〉 
〈dict は「言う」の意〉 

１．（根拠があって）
予想[予測]する 
２．（気象観測に基づ
いて）（天候を）予報
する 

予見する，予知
[予測]する，見
通す 

予告する，予言
する 
〈超自然的予言
能力の含みがあ
る〉 

前もって知
る，予知す
る予知する
〈特に超能
力で〉 

リーダーズ 
研究社 

 1999 年 

予言[予報，予測，予想]す
る 

１．予想[予測]する．
（天気を）予報する 
２．予見[予言]する 

予見する，予知
[予測]する，先
を見る，見越す

予告[予言，予
示]する 

予知する 

新編英語活用 
研究社 

 1997 年 

予言する，予報する 
(例) It is impossible to 
predict exactly when an 
earthquake will occure. / 
computerize earthquake 
prediction 

予測，予想，予報 
(例) They have a 
fairly accurate 
forecast of the scale 
of the earthquake. / 
The forecast predicts 
rain. 

予知する 予言する   

ランダムハウ
ス 
 小学館 
 1993 年 

予報する，予言する 
〈事実や経験，自然法則な
どに基づく推論により予言
する．軽い意味で用いるこ
ともある〉 
〈 ラ テ ン 語 praedictus
（praedicere「予言する」
の過去分詞）=prae+dicere
（言う）から〉 

（天気などを）予報す
る．（特に知識に基づ
いて）予想[予測]する
〈予測する，とくに天
気予報について用い
る〉 

予感[予知]す
る，先見する 

（人に）予言[予
告]する，予示す
る 
〈予言の根拠や
推論の方法は問
わない〉 

前もって知
る，予知す
る 

新クラウン 
三省堂 

 1977 年 

予言する，予報する （天候などを）予測す
る，予報する 

予見する，予知
する 

予示する，予言
する 

  

新英和中辞典 
研究社 

 1971 年 

予言[予報]する 
(例) The weather forecast 
predicts sunshine for 
tomorrow. / They 
predicted that there 
would be an earthquake. 
〈既知の事実から，または
科 学 的 な 計 算 で
foretell(予言)する〉 

予想[予測]する．（天
気を）予報する 
〈fore+cast〉 
〈大体 predict と同義
だが今では自然現象・
天候などに多く用い
る〉 

予知する，見越
す 
〈fore+see〉 

予告[予言，予
示]する 
〈fore+tell〉 
(例) He 
foretold that 
there would be 
an earthquake 
in the 
district. 

予知する 

Longman 
ロングマン 

 2005 年 

to say that something will 
happen, before it happens

a description of what 
is likely to happen in 
the future, based on 
the information that 
you have know 
(例) The weather 
forecast is good for 
tomorrow. 

to think or 
know that 
something is 
going to happen 
in the future

to say what 
will happen in 
the future, 
especially by 
using special 
magical powers 

  

Advanced 
開拓社 
1967 年 

say, tell in advance 
(例) predict that there 
will be an earthquake 

say in advance what is 
likely to happen 
(例) inaccurate 
weather forecasts 

see beforehand 
or in advance

tell 
beforehand; 
predict 

know 
beforehand
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 辞典の用例に着目すると，“ prediction”は地震

（earthquake）と，“forecast”は気象（weather）とと

もに使用される傾向にある．また，米国地質調査所

のウェブサイトに“Earthquake Prediction”という項

目があるなど，地震学では“prediction”が使用され

る傾向にある．一方，世界気象機関のウェブサイト

や CNN，BBC などの放送局では，気象に関しては

“forecast”を好んで用いている． 

しかし，米国地質調査所のウェブサイトには

“aftershock forecast”という記載がしばしば見られ

る．一方で，気象学における数値予報は一般に

“numerical weather prediction”と記述されるなど，

気象学では“prediction”もしばしば用いられる．ま

た，米国海洋大気庁の業務に“climate forecast”と

“marine forecast”が並列に挙げられている．このよ

うに， 地震は“prediction”， 気象は“forecast”と

明確に使い分けられているとは言い難い面がある． 

 

5.2 Operational Earthquake Forecasting の定義 

 2009 年 4 月 6 日にイタリアのラクイラ県で発生し

た MW6.3 の地震以降，地震の発生を事前に科学的に

言い当てることについて国際的に注目されることに

なった．その後，イタリア市民保護局により市民保

護のための地震予測に関する国際委員会が開催され，

9 カ 国 10 名の地 震学 の専門 家に より報 告書

（ Operational Earthquake Forecasting - State of 

Knowledge and Guidelines for Utilization）が取りまと

められた（ International Commission on Earthquake 

Forecasting for Civil Protection, 2011）．この報告書で

は，prediction と forecast がはっきり区別して定義さ

れている： 

A prediction is defined as a deterministic 

statement that a future earthquake will or will 

not occur in a particular geographic region, time 

window, and magnitude range, whereas a 

forecast gives a probability (greater than zero but 

less than one) that such an event will occur. 

つまり，prediction は 0 か 1 か決定論的に言い当てる

こと，forecast は必ずしも 0 と 1 だけで分けず確率論

的に言及することであるとしている．その上で，観

測可能な地震機構の振る舞いから将来の地震を予知

可能かについてほとんど分かっておらず，信頼でき

る地震予知ができないことを示していると報告して

いる．さらに同報告書では，日本の現状について， 

JMA has the operational responsibility for 

predicting the hypothetical Tokai earthquake, 

aftershock forecasting 

と，東海地震の「予知」と余震活動の「予測」につ

いて，“predict”と“ forecast”を使い分けて説明さ

れている． 

同委員会に出席し報告書の共同執筆者の一人でも

ある山岡は，現状では決定論的な prediction は困難

としたうえで， 

確率による予測評価は伝わりにくいと評判は

良くないが，地震予知・予測の現状や実力を

評価する客観的な尺度として意味があり，過

剰な期待によるトラブルを防ぐための非常に

よい指標になると考える 

として，“forecast”を推している(山岡, 2011)． 

ただし，“prediction”を決定論的「予知」，“forecast”

を確率論的「予測」と日本語に対応させられるかは

別問題である．たとえば岡田（1992）は「経験的な

いし確率論的な地震予知」と「物理的・決定論的視

野での地震予知」の対比の問題で，両者に対して「予

知」の語を使用している． 

 

６ まとめ 

日本語における「予知」と「予測」は，類語辞典

等からの調査の結果，同じ関係として分類されてい

ることが分かった．国語辞典等による調査からは，

「予知」はただ「前もって知る」という意味である

一方で，「予測」にはなんらかの根拠が求められるこ

とが分かった．また，「予知」と「予見」，「予測」と

「予想」は言い換えが可能だが，「予知」と「予測」

は単純に言い換えられるものではないことが明らか

になった． 

明治時代から，地震は「予測」ではなく「予知」

とともに使用されることが多い．戦後に設立された

機関や文書等の名称からは，「地震予知」が定型句化

されていたことが伺える．しかし 1980 年代以降には

地震の専門家のあいだで「予測」の語が使われる機

会が増し，兵庫県南部地震以降は地震について「予

知」の語が使用される機会は急激に減っている．法

令では科学的知見に基づく場合に「予測」が好まれ

る一方で，地震に限っては「予知」が使われること

が多い．また，文部科学省の「技術予測調査」では，
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対象や未来への言及に具体性がある場合に「予測」

が，具体性に欠ける場合には「予知」が使われる傾

向にある．しかし直近 10 年程度の文献の記述からは，

地震の専門家のあいだでも，「予知」と「予測」の使

い分けは統一されているとは言い難い．インターネ

ット検索サイトを用いた直近の用例を調べると，気

象や経済に関する事例では「予測」が，地震に関す

る事例では「予知」が使用される傾向にあることが

分かった．東北地方太平洋沖地震以降は，学術機関

においては地震についても「予測」が用いられるよ

うになったが，一般にはさらに「予知」が使用され

ることが増えている． 

英語では「prediction」と「forecast」の使い分けが，

日本語における「予知」と「予測」の関係に近い．

2011 年には，各国の地震学者により執筆された報告

書「Operational Earthquake Forecasting」の中で，両

者の違いが定義されている．すなわち，prediction は

決定論的，forecast は確率論的である．また，この報

告書の執筆者は，決定論的な prediction は困難とし

たうえで，確率論的な forecast を推している． 
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